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第７回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成26年６月20日（金）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成26年６月20日（金）午後３時55分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ３番 澤   健君 

      １０番 松田  勲君  １１番 北川 勝義君  １６番 下山 哲司君 

      １８番 小田百合子君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 紹介議員 

      １３番 福木 京子君 

７ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  杉山 高志君      総合政策部長  池本 耕治君 

      総 務 部 長  岡本 衛典君      財 務 部 長  近藤 常彦君 

      教 育 次 長  奥田 智明君      赤坂支所長  正好 尚昭君 

      熊山支所 長  山田 長俊君      吉五支所長  楢原 哲哉君 

              木庭 正宏君      秘書企画課長  徳光 哲也君 

      総 務 課 長  入矢亓和夫君      くらし安全課長  水原 昌彦君 

      財 政 課 長  直原  平君      管 財 課 長  末本 勝則君 

      税 務 課 長  藤原 義昭君      収納対策課長  土五 常男君 

      監査事務局長  元宗 昭二君      会計管理者  中川 靖朗君 

      教育総務課長  藤五 和彦君      学校教育課長  坪五 秀樹君 

              前田 正之君      中央公民館長  土五 道夫君 

      中央図書館長  三宅 康栄君              久山 勝美君 

              歳森 正年君              藤原 利一君 

              長田 忠芳君              小竹森美宏君 

８ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    査  大饗  剛君 

９ 審査又は調査事件について 

       １）議第３９号 新市建設計画の変更について 

       ２）議第４１号 中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の
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支援に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整理に関する条例（赤磐市条例第17号） 

       ３）議第４２号 赤磐市税条例等の一部を改正する条例（赤磐市条例第18号） 

       ４）議第４３号 赤磐市体育施設条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第

19号） 

       ５）議第４４号 赤磐市吉五Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例

（赤磐市条例第20号） 

       ６）議第４８号 赤磐市火災予防条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第

24号） 

       ７）議第５２号 平成26年度赤磐市一般会計補正予算（第１号） 

       ８）請願第３号 日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める請願 

       ９）請願第４号 集団的自衛権の行使容認に反対の意見書提出を求める請願 

       10）その他 

10 議事内容 別紙のとおり        
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） ただいまから第７回総務文教常任委員会を開催したいと思います。 

 開会に先立ち一言申し上げておきます。 

 実は、先ほど教育次長のほうからちょっとおわびで先に開会したらすぐ言わせてくれという

たんで、先私が言うつもりだったんで何も返答をしておりません。議長もおられますけど、本

会議場でのことですが、本会議場ではこれからはこれがいいんだったらそういうルールをして

いきゃいいんで、私がこの赤磐市の議員になってからはそういうことはないと、議長のほうも

本会議場で担当委員会に一番に説明してそれからやるんだと言われました。小さいこととか予

算上のことがあるかもしれませんが、やはり教育問題、特に教育問題でしたが、とかで話をせ

られるんじゃったら担当委員会とか事前にやっぱりこういうことじゃというのは言うていただ

かなんだら、これじゃったらルールが違うてくるように私は思いました。勝手に一般質問し

て、これ知っとるからぱっぱぱっぱやれというたらできます。そういうことされたら委員会で

付託する必要はありません。付託受けずに直にやっていただきゃええと思うとりますんで、こ

れからは次長も申し出がありました。もう申し出は聞きますように、教育長も市長も尐し考え

方を別に注意するんじゃありません。そういうやり方をやるんだったらやってください。そう

じゃなくて、今まで従来どおりの委員会を重視して、担当委員会を重視してやるということだ

ったらやっていただければいいと思うんで、そしてまた最後ですが、どのことの項目に対して

も皆さんと同じように答えていただきたい。ここだけはようけい答えるとかというような、聞

いてねえことも答えるとか、それから要らんことを答える、我々が、僕には聞いたときには例

えば厚生のことを聞いたら答えてくれなんだと、しかし下山さんが厚生のことを聞いたら聞い

てねえことまで答えてくれたということあるんで、やっぱりこれだけはちょっと言葉尻とって

言うつもりもありませんが、ぜひこれあえて議事録へ残そうという気持ちがあってきょう私は

発言させていただいております。そういうことで他意はありません。今後気をつけていただけ

ると、いや今後は気をつけない、今までどおりやらせてもらうんじゃ、わしらの勝手じゃと言

われるんじゃったら勝手のようにしていただきたいと思うんですけど、私は一言注意で、今後

注意というよりは意見で、今後気をつけていただきたいと思っております。 

 以上です。 

 何か言われることあります。 

 友實市長。 

○市長（友實武則君） 済いません、今の御提言本当に申しわけございません。今後議会のル

ールに従って適切に答弁等をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長、教育次長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長が言うたほうがええんじゃねん。教育次長が言うん。 
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 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 本当に御提言を真摯に受けとめまして、今後そういう御指摘がない

ように頑張りますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 次長、よろしかろう。言われるん。 

○教育次長（奥田智明君） いえ、言わせてください。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育次長。 

○教育次長（奥田智明君） 済いません、先ほど市長、教育長が申し上げましたが、本当に委

員長を初め副委員長、それから委員の方にはおわびを申し上げたいと思います。全員協議会並

びに本会議の一般質問等で本総務常任委員会で十分な説明をしていない中の内容についていろ

いろと説明、答弁をいたしたものでございます。このことについては本当に私の議会への不勉

強からというふうに思っております。本当に委員の皆さんにはいろいろ御迷惑をかけたという

ふうに反省をしております。今後十分気をつけてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、続けさせていただきます。 

 ただいまから友實市長より開会に先立ち御挨拶いただきたいと思います。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 皆さんおはようございます。 

 本日は農繁期の大変忙しい時期にもかかわらず、こうして第７回総務文教常任委員会をお開

きいただきありがとうございます。 

 本日の御審議いただく案件でございますけども、６月定例市議会に上げさせていただいてお

ります議案案件並びに平成26年度事業の進捗状況及びその他の案件を御審議いただくことにな

ります。適切な御審議をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、これから委員会の審査に入りたいと思います。 

 当委員会に付託された案件は、議第39号新市建設計画の変更についてから請願第４号集団的

自衛権の行使容認に反対の意見書提出を求める請願までの９件であります。 

 それではまず、議第39号新市建設計画の変更についてを議題とし、これから審査を行いたい

と思います。 

 執行部から補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長、総合政策部長、池本。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本部長。 
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○総合政策部長（池本耕治君） それでは、議第39号新市の建設計画の変更について私のほう

から補足をさせていただきます。 

 まず、本会議でも申し上げましたように、この新市建設計画は合併前の平成16年度に策定を

それぞれの４町共同で作成をされております。期間が27年度までということで策定されており

ますけれども、合併特例債等の発行期間が５年間延長されたということで、そういうものに対

忚するためにもともと27年、10年間のものを15年、平成31年度まで引き延ばすということでこ

の計画を改定をするということでございます。 

 それで、総合政策部の資料の１ページ、２ページに変更の点を書き出しております。議案に

は１冊改定後のものをつけておりますけれども、資料の１ページ、２ページに入れております

けれども、基本的には年度を延ばして、あと字句の訂正を若干をしております。したがいまし

て、計画の中身についての変更はございません。そういうことで、計画改定を行っております

けれども、さきの本会議質疑のときに、例えば農業集落排水の事業はもう終わっておるんだけ

れども、これはこれからも推進するのかとか、ごみの広域化についての御質問等がございまし

た。しかしながら、期間延長ということで平成16年度策定をして17年度スタートという計画書

の後ろの期間を延長するだけでございますので、計画期間中の事業の完了あるいは変更等につ

いて、大きな変更があればですけれども、完了したものについてはそれを外すとかということ

はしておりません。したがいまして、現行のままで期間の延長をさせていただいております。 

 それからもう一点、人口の見通しについての質問がありました。増加率について6.5％とい

うのを32年までは減尐がないのかというような質問がありましたけれども、人口については平

成16年度策定の折に過去の国勢調査の伸び率を平均化したもので加重平均で伸ばしておりま

す。そういうことで、当時の伸び率からいいますと、平成27年には４万6,000人程度になろう

かという見通しでありました。しかしながら、平成17年、22年の両国勢調査については、伸び

率がそこでどういうわけかとまっております。したがって、現在とかなりの誤差が出ておりま

すけれども、これについても目標値をオーバーしておりませんので、平成32年まではこの数字

を使わさせていただくということで計画をつくっております。 

 人口につきましては、現在並行しております総合計画の策定の中で人口推計細かく今やって

おりますので、またそちらのほうの結果が出ましたら新しく載せかえたいというふうに思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 個々内容の細かい見直しについては触れませんけれども、概略、期間延長ということで御理

解をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部から説明が終わりました。 

 これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 
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 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） おはようございます。 

 おっしゃられることは非常によくわかるんです。５年の延長をするんですよということでわ

かるんですが、ということになれば、これは僕もうちょっとやりようなかったかなあというふ

うに今さら遅いんでしょうけど思ってまして、５年間延長するっていうことになったら、５年

間間違った数値が放置されるというか、空白の期間というのが生まれちゃうわけですよ。この

空白の期間が生まれたその数値を基準にいろいろなものを算定してきたときに、また現実と違

ったようなことをして結局は収税の部分の見通しが甘くなったり、行財政改革の見通しが甘く

なったり、いろいろなことが起こり得るんではないかなあと思ったりする懸念を持ってまし

て、そういうようなもうちょっとやりようというか、その期間延長するというような考え方だ

けではなくて、この際もうゼロベースでもう一回つくり直そうよというような話というのは手

間の面でどうだろうっていう話になったのかなと推測はするんですが、そういうようなお話と

いうのはなかったんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 部長、要するに解釈として佐々木委員の言われようることは答えて

あげりゃあええんじゃけど、もとのこの変更になった考え方、今市町村合併して５年間、10年

間を15年間とするというて５年間延びたという補助申請のやり方じゃな。そこのとこの考え

方、国の方針になったということをちょっと説明して言わなんだらちょっとわかりにきいんじ

ゃねえかなあ。字句のあれ改正というていうのを人口動態を直せというのを、日にちがありゃ

ええけど、日にちもなかったことで、ちょっとそれを踏まえて説明願いたいと思います。 

○総合政策部長（池本耕治君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） おっしゃることはよくわかるんですけれども、もともと平成

16年に合併特例法によりまして旧４つの町が合併したらこういうふうな新市の建設計画をつく

るということで策定をされております。したがいまして、10年で本来は切れるものであります

けれども、ここに至って東日本大震災等々の理由によってこの起債の発行期限が５年間延長さ

れました。したがいまして、中で数字的に財政計画等につきましては今あるもの、新しいもの

を入れておりますけれども、他については期間延長だけということで行っております。 

 これを一から見直すっていうことについては、なかなか合併特例法の関係でいきますと非常

に煩雑になってきます。なかなか期間的なもんもありますし、それから審議会等の絡みもあり

ますので、これはもうこれで地域審議会等も経て、最終年度の地域審議会等も経て決定をさせ

ていただいておりますので、これでお願いしたいと。 

 それから、今御質問の財政計画なり、あるいは税収の問題等につきましては、今後今総合計

画の人口推計、細かくやっておりますので、そういうものをベースにつくっていくというふう

にしたいと思います。これはこれで期間延長ということで御理解をいただきたいと思います。
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よろしくお願いします。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 御説明いただいてありがとうございました。そこら辺の経緯という

か、その推移といいますか、ということはもう存じ上げてたつもりでありますんで、しかしな

がら御説明いただいて再度なるほどなあと思ったんですけども、いいますのが、この10年で切

れるっていうのはもう以前からわかっていたことで、10年で一旦切ってまた新たに、その５年

延長するものを新たにつくって２段構えにはなりますけども、そっちのほうもそういう方法も

あったんではないかなというふうに感じてまして、今のお話からいうといろいろなその煩雑な

ものが出てくるであるとか、審議会の問題があるとかっていうようなことをおっしゃられてい

る、ということなんですけども、これわかってたことなんで、事前に準備をすることで乗り越

えれたんじゃないんかなあとは思うんです。 

 こういうことっていうのが往々にしてその行政業務の中にはあるのかなあというふうには、

この１年赤磐市の行政を見させていただいて、ほかのところもそうなんでしょうけども、多い

ような気がするので、もうわかってることに関してはベストを尽くしていくためにもこれはや

っぱり１回切っていただいて、僕は新しいものをつくったほうがよかったんではないかなあと

いうふうに感じてますんで、これは苦言といいますか、ちょっと御検討を、今後の行政の取り

組みについて御検討いただければということで要望をちょっと入れさせていただきます。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長、済いません。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと池本部長、合併特例債のときにして、この数字自体が余り

いらえんのんじゃということも、煩雑とかという考えじゃのうて。 

○総合政策部長（池本耕治君） 延長ということをちょっと……。 

○委員長（北川勝義君） だけを。 

 はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） いろいろと御指摘ありがとうございます。佐々木委員のおっ

しゃることについては、総合計画的には総合計画の策定では新たにそこからスタートという計

画になります。ただ、これは平成16年に合併をするときに旧４町が10年を見据えてこしらえた

計画であります。この計画を延長するのであって、新たにつくるということは無理であります

ので、この計画については期間の延長ということで御理解をいただきたいと思います。 

 それから、今佐々木委員がおっしゃられたような、先ほど言いましたように、総合計画的に

は、総合計画についてはいつからいつまでの計画、今度はそれを次の年度から新しくつくり直

すというふうなことができます。これについてはなかなか無理がありますので、御理解いただ

きたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 
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○委員（佐々木雄司君） 済いません、ちょっと言い返すようで申しわけないんですが、それ

は本当なんですかね。これ延長しかその手段がないというのは本当なんで、もう一回確認とっ

ていただいたほうがいいんじゃないですか。１回もう10年で切れるものですから、新たにその

補足してつけ加えるというような手法がとれないもんなんですかね。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 細かく研究いたしますけども、一旦切って策定をしていく

と、その間に合併特例債を借りる期間というのができませんので、そのあたりは研究はします

けれども、一般的には無理ということでどこの市町村も延長という格好でやっとります。研究

はさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと僕言うたらおえんでおかしい。10年間でやらにゃおえなん

だんが、要するに国からの財源がねえわけじゃが、来んのが。合併特例債で合併するときに、

こういう４町はこんだけの事業をしましょうというのを出してきて、それが全部できとったら

もうええんじゃけど、東日本大震災じゃとかいろいろなことがもろもろのことがあって、耐震

とかいろいろあって、ほかのとこへ持っていかにゃおえんで、実際来とんが６割とか７割しか

来てねえわけじゃろう、予算が、予算上が、合併特例債自身が。それで、５年間それを延長を

するという単純な考えじゃねんかな。それとも難しい何かがああじゃこうじゃというんがある

んじゃったら、今佐々木委員が言われた、これからもう５年間の、延長した５年間を計画立て

るんじゃったらやらにゃあおえん。僕はそうじゃのうて、その５年間は新総合計画のほうで立

てりゃええんじゃねえかと思うとんで、ただ僕１個疑問点ある。これ極端な話したら、合併特

例債を受けざる事業をしとることで新しい事業を、佐々木委員が言われたように、新しい事業

をつけ加えることは不可能なわけじゃろう、今で言うたら。 

○総合政策部長（池本耕治君） 新しい事業をつけ加えることは可能です。 

○委員長（北川勝義君） じゃったら、可能じゃったら、ちょっと言わせて。 

 可能じゃったら今佐々木委員が言うた論理も通るわけじゃ、５年間の新しいことを考えり

ゃ。しかし、この合併特例債、合併特例法でつくったのは旧４町がして、こういう10年間見据

えてこういう計画をやりましょうというのをつくったんじゃろう。そのときにゃねえのが今か

ら今度は新しゅう延びたけん次々次々入れていくんじゃったら、別の考えを持たなんだら今言

うた説明と全然違うてくるという話が、僕はそう思うて、今決めたんが期間延長で財政が来ん

からそういうことをふやしていくために、そりゃ何ぼかできるんかもしれんけど、合併特例法

じゃねえ、何でもかんでも持っていって認めてくれるかくれんかわからんし、その当時の４町

がしとったことが決めとったことまたいうたらおかしゅうなるんじゃねえん。僕はそう思うと

んじゃけど、とり方、ちょっとようわからん。もう一遍わかりやすう教えてください。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長おっしゃるとおりです。 

 まず、４町が決めた約束事の事業計画であります。これが10年が10年で東北の東日本大震災

がありまして、そういう関係でいろいろありまして５年間延長するということで、当時したも

のを５年間延長するということで期間延長のみが原則です。ただ、新しい事業について何でも

かんでも変更して入れりゃええというもんじゃありませんけれども、認められるもんについて

は途中でやっぱり期間延長の中で変更というのは可能ですけれども、一般的にはなかなか当時

の４町が計画をしておったものをどうこうするというのは難しいかもわかりません。 

 ただ、新しい事業として総合計画を策定しながらそういうものは実施していくということに

なろうと思います。 

○委員長（北川勝義君） いや、部長、ちょっと再度確認を。 

 震災があったんもあれじゃけど、その予算上のことが特例法が認められて、ふえてはいかん

のじゃろう、５年間延びたから金額が伸びるわけじゃねえわけじゃろう。事業が次できる。言

うたら、もしそれができるんじゃったら、佐々木委員が言われたんと同じで、旧４町のときに

合併のときあって、積み残しがあってできなんだ、上げれなんだようなもんでええもんがあっ

たらこの際上げてあげりゃええんじゃけど、もう枠が杯が決まっとるわけじゃろう。それが

10年が15年に延びただけで、僕は総額がふえるわけじゃねえからと、もう総額ふえるんなら何

でも上げりゃあええ。せえから合併特例法じゃというて何でもかんでもならんからなあ。 

○委員（下山哲司君） よろしい、ちょっと途中ですけど、ちょっとええ。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（下山哲司君） 私は当時その委員をやりょうたんじゃけど、この新市建設計画という

のを作成するに当たってもう分けていろいろやってこのものをつくったんじゃけど、その締め

は何かというたら、最後の締めは新市の行政、議会において状況に合わせて見直すというんが

ついとるはずなんよ。そういうので締めたんよ、わしらは。じゃから、その今おる合併する前

の議員で全部決定することはだめじゃというのが僕らの意見であって、それで最終的には新市

の行政と議会で判断して執行するというのが最後の締めにしとるはずなんよ。じゃから、この

新市建設計画というものは、赤磐の総合計画を立てるやつのベースなんよ。じゃから、これが

これでどうこうという問題じゃなしに、新設に関しては補助事業の対象になるものは何でも入

るんじゃから、別にこれは枠の問題で、これで赤磐市が全部そのようにするというような話じ

ゃないよ。じゃから、それは行政と審議会で協議しながら進めていってもらうということで私

ら締めて終わったんじゃから。じゃから、こうせえとかああせえとかという命令的なものは全

くないんよ。じゃから、あたらしくできた町の行政が判断して議会がという話に締めとんじゃ

から佐々木君が言ようるように、これは別にそのまんまでええんよ、そのまんまで。じゃけ

ど、総合計画というのは、これをベースにしてするんじゃから新しいのがすればええんで、こ
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の問題が数字がどうじゃこうじゃという問題じゃないんよ、これは。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと口挟むようなけん、新市総合計画というのは、この新市建

設計画に基づいてあるんじゃなかろう。 

○総合政策部長（池本耕治君） あの……。 

○委員長（北川勝義君） いや、基づくのもあるし、基づかんのもあるし、言わなんだら説明

をきちっとして、新市建設計画というのは合併特例法に基づいてやったんじゃからこんだけの

ことをやります、流れを言わなんだら、今下山委員のようなごっちゃになって今度はこっちの

新しゅうするんと、何ぼか合うとんじゃけど、ちょっとおかしい話になりょうるから、新市建

設計画のぴちっと説明してみられえ。それから言わなんだらおかしゅうなるで。 

○総合政策部長（池本耕治君） 話がちょっと。 

○委員長（北川勝義君） こじれっしもうて幅が広うなって。 

○総合政策部長（池本耕治君） 期間延長を中心に話をしましたけど……。 

○委員長（北川勝義君） 単純に期間延長だけの話だけで。 

○総合政策部長（池本耕治君） 新市建設計画というのは、下山委員言われましたように、特

例債の総枠200億円程度の総枠の中で４町がこれだけのことをやりたいということでまとめた

のが新市建設計画です。その期間が27年度まで10年間ということです。いろいろ事情がありま

してこの期間延長をするということで５年間延長すると。 

 内容について、今まであるのがそれぞれの約束でこれだけのものをするということでありま

すので、基本的には全部網羅されているはずです。ただ、先ほども言われましたように、ひょ

っとこういう場合がとかという将来にわたっていろいろあろうかと思います。それは総枠の中

で検討されりゃええことであって、中に例えば言葉的に足らないものについては入れる必要が

あります。したがって、そういうものは入れていかにゃいかんのんですけれども、この計画の

中にはそういうことはある程度網羅されておりますので、そこまでの字句の変更は必要ないと

思います。 

 それから、総合計画、これ別の話になりますけれども、あくまでも新市建設計画、４町がこ

うあるべきだということで計画つくられております。そういうものをベースにしてその他いろ

んなものをいろんな方面で新しい次の計画を立っていくということでありますので、ベースに

なっていることについては間違いありません。そういう格好になると。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員、よろしいか。 

○委員（下山哲司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 皆さんちょっと釈迦に説法かもしれんけど、下山さん言われた新し

い議員さんも古い議員さんも関係ねえ。これを見られりゃ、変更案を見られたら変更案の中、

合併の必要性を書いて行政の必要性じゃ、これ合併するためにやっていきましょうという話

で、特例債使おうというて、合併特例債使うからどうこうじゃねんじゃけど、あめとむちのほ
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うの使わせてもらよんで、今僕が頭の中にあったのは、何ぼか下山委員も言われとったんじゃ

けど、佐々木委員も言ようた、新しゅうできりゃええ、本当に期間があって枠が大幅にふえて

いくんじゃったらどれでも合併特例を認める、特例が認めてくれるか認めてくれんかいろいろ

あると思うんじゃけど、それやっていきょうるのがえかったんかなあという。なぜこういうこ

とを言ようるというたら、過疎債でも今言ようる、これちょっと関係ねえ話じゃ、横ずれる、

過疎債でも吉五地域じゃったら過疎債になるとこは決まっとって、赤坂の一部も過疎債の適用

のとこがあった。吉五は辺地債もあったんがいろいろあったとこで、吉五全体がもう今過疎の

対象になって過疎債の対象になって、赤坂地域は過疎があったのを過疎債がのうなったとい

う、対象じゃのうなったというに変わってきょんで、使い分けのほうもやっぱり何ぼか言われ

とる。２人言わりょうるように、必要に、本当に時間がありゃこれ見直しときゃえかったんか

なあと思うんじゃけど、このかわりで、くでえようなんじゃけど、これ見てもろうたらわかる

ように、せえで新総合計画のほうで、市の総合計画のほうで何ぼかカバーできるん、何ぼかじ

ゃねえ、何ぼかという言い方ちょっとおかしいなあ、どう言うんか、何ぼかじゃのうて、計画

カバーできるわけじゃな、全部やっていけるわけじゃな。 

 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） あくまでもこれからの事業につきましては、人口推計をもさ

ることながら……。 

○委員長（北川勝義君） その人口推計直さんのんじゃけえ、それを言うたら人口推計直さに

ゃ……。 

○総合政策部長（池本耕治君） 総合計画のほうでそういう財政なり政策なりを入れていきま

す。ですから、これからは新市建設、今までのをベースにしながら総合計画のほうで事業は実

施していくという形になろうかと思います。 

○委員長（北川勝義君） もう一点、これは質疑の中で言うた、さっきも説明したけど、人口

の推移で変わってねえというて書いてしとるわな、数字変えてねえわな。それの説明はどうい

うふうに説明を、ちょっともう一遍説明してください。 

 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 人口が４万6,000人という目標を立てております。これは過

去の国勢調査のデータをもとに伸び率で計算してます。加重平均で伸ばしておりますので、ち

ょうど27年度以降ぐらいで４万6,000人ぐらいが社会増、自然増、増減を含めてだろうという

推定をしておりますけれども、平成17年の国勢調査、５年ごとでありますので、12年、17年が

若干の伸びしか出ておりません。なおかつ平成22年の国勢調査では、平成17年の国勢調査に比

べて若干減っております。ここらあたりが現実４万6,000人との現在４万4,500人ぐらいですの

で誤差が出ております。したがって、ここについては残りのまだ４万6,000人に達していませ

んので、この新市建設計画の31年についてはこの数字を使わさせていただきますけれども、総
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合計画のほうではもう尐し細かくエリアごとの人口推計やってますので、今後の事業あるいは

政策の反映にはそちらを使いたいと思っています。また、できましたら報告をさせていただき

ます。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

○委員（澤  健君） １点だけいいですか、質問。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（澤  健君） これ総合計画本年度中につくる予定で、でき上がるとこの新市建設計

画のほうはそれに伴って修正ってかける必要があるのかないのかというのと、修正するつもり

があるのかないのか、それちょっと教えてください。 

              〔委員長交代〕 

○副委員長（松田 勲君） はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） そのあたりは結果を見て判断したいと思いますけれども、あ

くまでも新市建設計画が平成16年につくった計画というベースの中でいってますから、そのあ

たりが微妙なとこでありますので、結果を見てどう判断するかを考えたいと思います。あくま

でも16年につくった計画の延長ということで、新しい計画との誤差は出てくると思います。 

○委員（澤  健君） わかりました。 

○副委員長（松田 勲君） よろしいですか。 

 他にございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（松田 勲君） ないようですから、じゃあ続いて議第41号中国残留邦人等の円滑

な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例（赤磐市条例第17号）を議題とし、これから審査を行います。 

 執行部のほうから補足説明ございますか。 

○総務部長（岡本衛典君） はい、委員長。 

○副委員長（松田 勲君） 岡本部長。 

○総務部長（岡本衛典君） それでは、概要について担当課長のほうから。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっともう尐し大きい声で。 

○総務部長（岡本衛典君） 概要につきまして担当課長のほうから説明させていただきます。 

○総務課長（入矢亓和夫君） はい、総務課、入矢です。 

○副委員長（松田 勲君） はい、入矢課長。 

○総務課長（入矢亓和夫君） 失礼します。 

 では、総務課から議第41号中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援

に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について御説明

いたします。 
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 これは法律名の改称によるものです。ここにあります７件の条例の引用部分について一括し

て総務のほうで改正するものでございまして、内容的な変更、各条例とも内容的には変更ござ

いません。 

 なお、施行日につきましては、法律の施行日と合わせて平成26年10月１日としております。 

 総務課からは以上です。 

              〔委員長交代〕 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、執行部の説明が終わりました。 

 これから質疑を受けたいと思います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（下山哲司君） はい、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 赤磐市に該当するような件があるんかな。 

○総務課長（入矢亓和夫君） はい、入矢です。 

○委員長（北川勝義君） 入矢課長。 

○総務課長（入矢亓和夫君） 今回の法律自体の変更ということで、条例的には何も該当者等

はかわりませんので、市のほうに影響があるものではございません。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（下山哲司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで終わりたいと思います。 

 続きまして、議第42号赤磐市税条例等の一部を改正する条例（赤磐市条例第18号）を議題と

し、これから審査を行いたいと思います。 

○財務部長（近藤常彦君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 執行部から補足説明ありましたらお願いしたいと思います。 

 はい、近藤部長。 

○財務部長（近藤常彦君） それでは、赤磐市税条例等の一部を改正する条例につきましては

本会議で詳細を説明させていただきましたが、主な改正点につきまして財務部の資料によりま

して担当課長から説明をさせていただきます。 

○税務課長（藤原義昭君） 委員長、藤原でございます。 

○委員長（北川勝義君） はい、藤原課長。 

○税務課長（藤原義昭君） 財務部の資料をごらんください。資料としまして、次のページの

赤磐市税条例等の一部の改正のあらましをお開きください。今回の主な改正点を記載しており



- 14 - 

ます。 

 １ページ目には、軽自動車税の見直しとして、上段には車種ごとの現行税率と改正案税率を

一覧表にしております。下段には、３件以上の軽自動車に係る重課の改正案を車種ごとに記載

しております。 

 １枚飛ばしていただき、３ページ目をお願いします。 

 改正後の軽自動車税の税負担の変化を図にしております。例えば、一番上の図ですが、こち

らは平成20年中に新車として購入、登録した車であれば、平成33年度までは7,200円で、平成

34年度から重課税が加わりまして１万2,900円となります。以下、それぞれのケースでの税負

担の変化を図式化しております。 

 次に、戻っていただき、２ページ目には固定資産税、償却資産に係る課税標準の特例措置の

創設拡充としまして対象資産と特例率を、下段には法人税率の引き下げの改正案を記載してお

ります。 

 税務課からは以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 何か質問はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ちょっとほんなら僕要らんこと言うようなんじゃけど、要らんこと

じゃねえんじゃけど、軽自動車税、特に乗用とかのときに、今13年以上超えたら、先ほど説明

が１万800円になると1.5倍になっていくようになるんじゃけど、これはもう仕方ねえんじゃけ

ど、これいかにも、いかにもというのは変な話、今の滞納の状況で軽自動車の抹消ができての

うてプレートが返さずに新しい車は税金払ようて、過去のがついたというんがぎょうさんある

でしょう、今。どのくらいあるんかな、今。 

 何を言いてえというたら、車じゃったら乗用車、普通車じゃったら例えば今の新しい現行で

来とんのは、よその県は知りませんけど、岡山県で来とんのは、例えば検査がこの３月31日に

来て３月１日でもええですわ、切れとったと、ことしの。したら４月１日の課税じゃからもう

やらないと、課税をしない、課税保留というんか、そういうふうにしとんのがあるんですよ。

例えば、４月１日まで検査があった場合じゃったら２日にあったとかというたら課税が来とり

ますけど、そういうなんがあるんですよ。そういうことをすりゃ、検査を受きょうと思うたら

税金払わなおえんから、払うて受けにゃおえんから、どう言うたかなあ、未税というんか、そ

れが尐ないと思うんじゃけど、この赤磐市じゃったら今どのくれえ未収というんか、あった

り、その未収の中の内容がこの間もろうてここへ持っとんがあるんで、内容もろうとんじゃけ

ど、未収の中でも軽自動車やこうじゃったら、実際は車下取りとか車がないのにプレートを持

っていってねえからそのまま課税されとるという人が結構あったと思うんで、それはどんなん

じゃろうかなあ、わかれば。 
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 何で言ようるいうたら、軽自動車の未収が1,475万1,875円あるわけじゃ。そうしたらまた、

わからんかな、僕の言ようる質問が。質問の意図わからん。 

○税務課長（藤原義昭君） わかります。 

○委員長（北川勝義君） 質問の意図わかりょんじゃろう。何が言いてえというて、その答え

を聞いてからちょっと質問してえことがあるから、答えを聞きてえわけ。そういうなんもねん

かなあ、そういうなんは。皆いわゆる悪質なというたらおえんけど、ことし税金払わにゃおえ

ん者が払わずにずっとその車が生きたままプレートが生きて乗りょんかなということ言いたか

ったわけ。 

 実のことを言うて、いろいろなことがあって軽トラを買わせてもろうたというか、もろうた

ような買うたようなことになったんじゃけど、そのとき税金を払うてなかって、前の人が。そ

れは現物があったんで、プレートもあったんで廃車してもえかった。廃車してまた受けてもえ

かったんじゃけど、そういういやらしいことをすることたあねえ。同じ赤磐市同士じゃから赤

磐市の税金僕は１万5,000円、軽自動車か、払うて、延滞金まで払うて、払うたんですよ。１

万5,000円払うて検査また受けて乗りょんですよ、使よんですけどね。そしたら、そういう人

ばあおりゃあええけど、放り投げてプレートだけ切ってしたらその金は入らんでしょう。じゃ

け、そういうなんもあったり、せえから車がのうて廃車もできんような状態でずうっとかかっ

とる人もおるんじゃねえかなと思うたんです。それをちょっと今聞きたかったんですよ。余計

言やあ、1.5倍になりゃあ1.5倍の未納金のとこはふえていくんじゃ、未収金がふえるんかなあ

という考え僕持って、何でこういうことを言ようるというたら、平等性のことがあるからどう

こう言う話じゃねえいろいろ検討、悪質じゃねえ人でこういうことがあったら何ぼか入れても

らえるんが呼び出しかけて入れてもらうとか、入れてもらえんのじゃったら当然もうそういう

車になったのは不納欠損じゃねえけど、やりようで処理すべきじゃねえかなと思うて、これが

減ってくるし、今後なっても出てくるんが、そのかわりぴちっとしてとり方どう取るというの

をやらにゃおえんと思うんじゃけど、と思うたんです。それを聞きたかったんです。 

○税務課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○税務課長（藤原義昭君） 明確にはちょっと答えられないんですけど、三輪、四輪の場合は

軽自動車検査協会のほうが廃車登録、変更のほうはするようになっております。それで、二輪

なんかそうなんですけど、例えば盗難に遭ったとか、そういった形になると一忚警察のほうで

そういった証明をしてもらえれば二輪のほうについては課税保留という形ではさせてもらって

ます。ちょっと軽四のほうは明確に今答えられないんですけど。 

○委員長（北川勝義君） 何、このこと詳しゅう言うたら。僕が言いたかったのは、1.5倍に

なったり、貨物じゃったら1.25なん、僕は貨物の場合じゃったんじゃけど、１万5,000円何ぼ

払うたんじゃけど、督促料、滞納手数料も払うて、払うときゃええわというてもう払うたんじ
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ゃけど、プレートがあってその生きとるのはええ、車がのうなったりプレートもねんがありま

すが。廃車にしてくれえ言うたら、自動車屋さんが廃車しますよというて持っていって下取り

とかというて、結構この間も弱って、結果的には車屋さんよう知らんでというて、廃車で、何

せもうただで持って帰ってもええから持って帰って、車あげるから廃車にしてくれえというた

ら廃車にしてあげるというて、今貨物でも車じゃったら普通車じゃったら１万5,000円とか２

万円ぐらいで買われるんかな。じゃけど、軽四じゃったら5,000円か3,000円で、ただで、その

かわり廃車にしたるというて言うた。車はのうなっとんじゃけど、税金だけは来とるという話

が出て、この間ももうどっちにしても払わにゃいけんわというて来とんじゃけえというたら、

払わんというて、どっちかが払わにゃおえんという話をしたんで、そういうことが起きてくる

んじゃねえかと思うて、逆に言ったら、課税は赤磐市がしますが、軽自動車、僕が言いたかっ

たの、こんだけ1.5倍とか1.25倍になってきたら、検査のねえのはわかるでしょう、検査が切

れたというやつ、検査を受けてなかったら証明がなかったらできんのじゃから。検査切れたと

きにゃもう出さんようにするとか、岡山県でやりょうるようなことはできんのんかなあという

ことを言いたかったわけ。４月１日以降にあったらおえんのんで。２月とか検査が切れとった

らもうその車へは出さんとか、そしたら滞納ものうなるし、1.5倍になって皆納得で払いやす

うなるんじゃねえかなあと思うて。 

 赤磐市の財政がようなると思ようるけん、ようなりゃへんのじゃねんかなあと思うて、かえ

って、と思うて、そこをちょっと聞きたい。 

 せえ、これＰＲというんか、これいつごろこれどうするわけ、これできたら。議会通ったら

すぐもう広報紙とかやっぱりようけい出すんですか、どんなですか。 

○税務課長（藤原義昭君） 順次広報紙とかホームページのほうに載せる予定です。ちょっと

期間的にはまだ……。 

○委員長（北川勝義君） 県のほうの普通車も上がってくるでしょう。1.25が1.5になったり

するが、十何年以上とか15年。じゃけん、一緒に県やこうはせんのん。県はせんのんじゃろう

か。してもらやあ一緒に思うたん。 

○税務課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○税務課長（藤原義昭君） 現時点で普通車のほうの税額が変わるという話はありませんけ

ど、今後その重課のほうが変わるという話は聞いたことがあります。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 他になければこれで終わりたいと思います。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっとだけ。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） ちょっと確認なんですけど、いろいろ事例を書いてあるんです
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が、これ26年度中に買えば、新車を買えば今の現状でいけるという、13年たったらとかという

のあるんですけど、いろいろ事例がある中で、例えば中古で買うた場合はとかいろいろあるじ

ゃないですか。その辺のこれいろんなパターンがあるんで、それは税務課のほうでわかるんで

すか。そういったこの車はとか、この二輪は次からこうなりますよというのはわかるんです

か。 

○委員長（北川勝義君） そりゃわかろう。 

 はい、課長。 

○税務課長（藤原義昭君） 現時点では登録年数でいってますので、識別がしてる分としてな

いものが、古い分ありますので、そっちのほうは今後調べて新たに入力する予定にしておりま

す。 

○副委員長（松田 勲君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 一律だったらわかりやすいと思うんじゃけど、いろんなパターン

があるんで、例があるように、その辺結構煩雑な状態になるんではないかなあと思うんで、そ

の辺は問題ないん。 

○税務課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（藤原義昭君） とりあえず１万800円の新税率になるものは、27年４月１日以降

に登録されたもので、それ以外のものは年式と月を入力したことによってそれで可能だと思っ

ております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと僕要らんこと言うんじゃけど、農耕用のトラクターがあろ

う、トラクターやこう。これこそわかるまあ。さらじゃったらええけど、中古やこうわからん

で。中古買うたもんも何年かわからんし。どっか出た、時間が動いたアンメーターやこうわか

るけど、ついてねんじゃねん、わかるん。 

○税務課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○税務課長（藤原義昭君） 農耕用は重課のほうは入っておりません。入っているものがこの

資料に……。 

○委員長（北川勝義君） 2,400円上がるだけ。 

○税務課長（藤原義昭君） はい、四輪以上で乗用と貨物用のものになっております。 

○委員長（北川勝義君） その他というの何、特殊用の。 

○税務課長（藤原義昭君） 特殊用の……。 

 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 
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○税務課長（藤原義昭君） フォークリフトとかそういったものです。 

○委員長（北川勝義君） そういうもんか。ほんなら、今の乗用のトラクターやこうで緑のプ

レートをつけとりますわな、トップカーやこうの三輪というんか、あれはほんならどねえなる

ん。三輪は三輪になるんかな、それは。 

 はい、課長。 

○税務課長（藤原義昭君） 農耕用の緑のプレートは税率が変わるだけで重課は加算されませ

ん。ここの三輪と書いているものは……。 

○委員長（北川勝義君） バギーのこと。 

○税務課長（藤原義昭君） 昔で言うミゼットとか軽360とか、そういった三輪の軽乗用車で

す。 

○委員長（北川勝義君） 農耕用でトレーラーつけとんのは農耕用の考えじゃな。 

○税務課長（藤原義昭君） そういうことです。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 他になければ、これで終了いたします。 

 続きまして、議第43号赤磐市体育施設条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第19号）を議

題とし、これから審査を行いたいと思います。 

 執行部のほうから補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） 詳細な説明のほう、担当課長のほうが申し上げます。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） それでは、赤磐市体育施設条例の一部を

改正する条例について御説明を申し上げさせていただきます。 

 皆様方のお手持ちの新旧対照表の47ページによりまして御説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、草生テニスコートの施設使用料が現行市内200円、市外400円になってますものを改正

として市内300円、市外600円にさせていただきたいと思います。吉五グラウンドにつきまして

は、現行市内500円、市外1,000円を、改正後は市内1,000円、市外2,000円にさせていただきた

いと思います。草生多目的広場は、現行市内200円、市外400円になっておりますが、改正後は

市内300円、市外600円にするものでございます。これにつきましては、市内全域の体育施設の

中の均衡を図るというようなことでこのたび使用料の一部改正をお願いするものです。 

 附則につきましては、施行日で平成27年４月１日から施行するものです。 

 以上、よろしくお願いいたします。 
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○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから補足説明が終わりました。 

 委員の皆さん何か質疑ありませんか。 

○副委員長（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済いません、基本的に吉五のＢ＆Ｇの関係なんですけど、これ上

げて利用率は大丈夫なんですか。そこが心配。例えば、プールとかああいうのはまだわかるん

ですけど、吉五グラウンドですね、吉五グラウンドが例えば市内が今まで500円だったのが

1,000円になる、倍ですね。市外だったら2,000円という、これ時間給ですね。１時間でという

話だと思うんですが、これ倍にした場合に結構な金額になると思う。野球なんかはうちも使っ

たことあるんですけど、結構長い時間借りるとなると、１日借りたらもう８時間借りても

8,000円でしょう。野球の試合なんかあったら早くから準備したりとか片づけとかというたら

かなりの金額になると思います。桜が丘球場と同じ金額というのはどうなんかなあと。それや

ったらもう桜が丘球場でやればええがと思うんですけど、そこもなかなか使えない状況なん

で、苦渋の選択でいつも吉五のグラウンドを使わせてもらったりとかしてたことがあるんです

けど、赤坂とかはまだ近いですし、隣の地域を見てみると、美作のほうが800円ですよね。瀬

戸なんかも800円、邑久なんか500円とか、結構邑久球場もよく使ったことあります、きれいな

球場ですけど。瀬戸なんかはもう近いですからね。きれいな球場です、はっきり言うて、観客

席もあるような。そういったとこと同じように金額を取ってそれで利用者がふえればいいんで

すけど、ふえるように思えないんですけど、その辺はどういったことを考えて出されとるのか

教えていただきたいです。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 先ほどの料金が上がるということで利用

者数のほうが減るのではないかということなのですが、現段階で担当課といたしましては、こ

の利用料が上がったことにより減るというところは大丈夫じゃないかというふうに思っており

ます。 

 その理由といたしましては、野球団体で使用料をいただいとるということなので、現行をい

ろいろ市内の状況を見渡した限りでは、そんなに今までが逆に安価であったなあというような

ところもあります。市内の他の施設と比べた場合にそこだけ逆に高いなあというようなことは

大丈夫じゃないかというようなことで均衡を図るという意味で上げさせていただいております

ので、御質問の利用がこれで減るんでないかということにつきましては、担当課とすれば通常

どおりのところは保てるんじゃないかという見解を持っております。 

 以上です。 

○副委員長（松田 勲君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 特にグラウンドが高くなってるんで、グラウンドもじゃしプー

ル、プールは会員券が、会員券も倍ですよね、その利用者の声とかも聞いてるんですか。安い

から使ってたというんがあるんですけど、昔に比べたら整備もされてるとは思うんですけど、

例えば美作線が開通すればそれは便利がいいと思うんですね。すごく近いと思います。でも、

開通していない状況の中で大半の方が赤磐のこちらのほうからあっちへ行ったりしてるんです

ね、私が知ってる限りで。そういった中で結構時間をとるんですよ、行くのに。それだった

ら、例えば桜が丘球場使わせてくれえとなって、今でも結構多いんですけど、そういうふうに

なってくるじゃないですか。多尐安けりゃ尐し安いから遠くともそっちを利用させてもらおう

とかという心情的になるんですけど、その辺の利用者の声というのは聞いてるんですか。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 御質問の利用者の声というのは、直接的

には伺っておりません。当然先ほどおっしゃられましたとおり、安いからというのもあろうか

と思いますが、あくまで今回の目的といいますのが、今までの施設の状況を見たときに尐し安

い、安過ぎるというとあれなんですが、赤磐市内の状況を横のラインに見据えた場合、施設的

にも見务りをするわけではありませんので、ここでは均衡を図るというのが第１の目的という

ことで実施をさせていただいているというのが主の目的であります。 

 以上です。 

○副委員長（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 課長言われるなら、ほんならもう上げても利用者は変わらんとい

うことですね、基本的には。言い切れると。 

○委員長（北川勝義君） それはできまあが、言わなんだ、そういうことは。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） あのう……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、そういうことは言わなんだろうが、均衡を図る言うただ

けじゃろうがな。利用者がどうのこうの、調査しとらんというて言うたじゃねえか。松田委員

の言ようることやこう全く逆の話じゃ、せえな話は言うてねえで。 

 ちょっともう一遍聞き直して、松田委員。もう一遍聞き直して今、確認を質問してくれりゃ

ええ、質問。 

 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 確認しますけど、だから上げる理由を均衡を図るという意味で言

われたんですが、均衡を図るのも大事なんだけど、結局利用者が減ったら何もならないと。使

いづらいようなグラウンドになってしまったら、施設もそうですけど。その辺はしっかり考え
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た上で、今上げても支障がないだろうというふうに言い切れるんですね。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 吉五グラウンドにつきましては、本年度

も施設の整備といたしまして、フェンスであるとか、そういうようなところの整備のほうも含

めまして今年度やらせていただくように動いております。そういうような形で、現段階におき

ましては施設の整備を進めながら利用者数が下がるようなことにはならないように施設整備に

努めながら運営していきたいというふうに思っております。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 ちょっとええかな。 

 今熊山の運動公園やこうじゃったら多目的は1,500円とか、市外2,500円というて物すげえ高

えんじゃ、突出してなあ。じゃったら、こんなもんも合わせにゃおえんのんじゃねん。せえ、

桜が丘のテニス場やこう高えが。赤磐市桜が丘テニス場3,600円、市外7,200円、高えが。せえ

で、１人１年間につきというてやっとる。そういうなことを言うたら草生の多目的でやらりょ

うるんやこうは何もついて、これええ意味で直されたんなら、直すんじゃったら、均衡をとっ

ていくんじゃったら皆やっぱり実情を見て同じように直さにゃおえんのんじゃねえ。高え安い

があって、安いか高えかわからんじゃけど、赤坂のテニスコートは１時間当たりじゃとか、１

面１時間当たりの料金じゃとか、１人１年間にこれ、こういうこと直さにゃおえんのじゃね

ん、操法大会、市の操法大会とかにゃ必ず行きょんで、行ったときには、見たら下でテニスし

ょうらあな。大体市内の者じゃねかったんが多いと思うんで、別にええんじゃけど、それはや

っぱりそこの今松田委員が言われた、安いから経費も、これ助成がたっぷり出とって、時間も

たっぷりあるんじゃったらできるけど、助成が尐ないから、やっぱりそこの場所も取り合いに

なるからここへ来にゃおえんというて来てやっていただきょうるわけじゃろう、市内の中が。

これどういうんか、直すんじゃったら僕はこれけちつける、とりあえず試行でこれやってみて

次の年で見直してえとかというんじゃったらわかるんじゃけど、一個も均衡とれてねえが。同

じテニス場で１面１時間当たりの料金にするんと１人１年間につき、せえ上は野球場、ばらば

らじゃろう、見直すんじゃったら皆見直すべきじゃねえかと思うとんじゃ。何を思うてここだ

け見直したんならというたら、来年度ぐれえから指定管理出してえけんというような見直しで

いきょんじゃったらいけんで、そういうことを見え見えでやりょうたら、言い方悪いけど。い

やいや、僕の言いてえことわかりょうらんかなあ。これ見直すんじゃったら全体見直さにゃお

えんし、全体を見直すんじゃのうて、何かおめえ、せえでのうても市長は赤磐の子供は宝じゃ

というて言うたり、せえからおめえ、じゃあ年寄りは宝じゃねんじゃなあと思うて思うたりす

る、それへ理屈じゃけど、よう言われるんじゃけど、こん中じゃ吉五は赤磐の北の玄関じゃい

うて、今度は同じように高うしちゃらにゃ高うしちゃらにゃおえんいうて、言ようる話が全然
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違おう。これ悪いけどな、草生のテニスコート、吉五グラウンド、多目的やこう僕が担当じゃ

ったり、ほかの者が担当じゃったり、荒嶋さんが市長のころぐれえからずっとやってきたんじ

ゃ。自衛隊から金がねえから、森廣さんに自衛隊金がねえから自衛隊で造成させたりしてから

あらゆる手を使うて、財政が乏しかったというから補助事業で全部、定住とか活性化農構と

か、皆そういう事業を持ってきてやってつくって、みんなが協力してもろうた分じゃが。せ

え、利用者が尐のうなったりするんじゃったらやっぱりこれがよその、例えば市外のほうは高

うてもええんじゃ。僕は1,000円でも2,000円でも何ぼでもええんじゃけど、市内のほうは今ま

でどおりぐれえしてあげるんが、これ指定管理に合わせてやりょうるというんじゃったら、今

の前田課長が言うたこっちゃったら全部直さにゃおえんと思う。ここは１名につき１年間です

よ、ここは１人１年間いいですよという、もう一個は１面１時間の当たりの料金ですよという

のはちょっとおかしいんじゃねんかなあと、ちょっと今僕は思うたんです、その考え方とし

て。これは上げてきたことをどうこうやれえとかというこっちゃねえけど、皆さんどう思われ

るかわからんけど、これこそ平等じゃねえかと思うんじゃ。そりゃ、同じように税金はかけて

くれて、桜が丘の税金と吉五町の税金変わらんというて、変わりますけど、かけてくれて、じ

ゃったら利用量の多いとこと多ゆうねえとこと考えたり、利用量が多いとこは施設も整うたり

便利があったり何らかの優位性があるからそこへ行くわけ。優位性がねえからそこは減ってく

るわけ。じゃったら、料金もそういうぐあいにしとくべきじゃねえかというのを、悪いけど差

別化しとって当たり前じゃねえかな。僕は吉五の場合はＢ＆Ｇのプールはちょっと離れとるけ

ど、同じじゃったんよ、市内も市外も。僕はそのとき奈義町のほうの固有名詞出す、自衛隊さ

んがずっとようけい来られて安いからというて、温水で。僕はもう差別化図らにゃおえんとい

うていう話で、よそは言わりゃ高うするというてばんとやったんじゃ。それやりょうるのは当

たりめえじゃと、そういう意見出して。じゃから、これ結果的には来てくれんやったら、来て

くれんがええんか来るんがええかというのはわからんけど、直すんじゃったら僕は全体見て直

してもらいてえんと、やっぱり利用率のええとこと悪いとこのをやっぱり考えたら、ええとこ

はやっぱり人気がええんですよ。何らかのプラスがあるん。利用率が悪いとか何らか悪いとい

うの、遠いとか、そこへ人口がおらんとか、サービスが悪いとか、施設が悪いとか、何かが悪

いんですよ。じゃあから、僕はそういうちいたあ差別化というか、そういうなんもあってもえ

えんじゃねえかなと思うて、現行が僕はえかったんじゃねえかなと思うて、来年度のときに指

定管理に出すというたりするときにやっぱり変えにゃおえんけど、それまで試行でもえかった

んかなと思よん。一旦出したもんを、友實市長も教育長も一旦出したもんを差しかえやこうす

るかいというて、こういうて言われる考えじゃろうから言わんけど、やっぱりちょっと僕は条

件としてこれを出されるんじゃったら、この１年間とかやらせてもろうてみると、見てから指

定管理をみて考えにゃいけんというのをすべきじゃねえかなと思よんです。仮に指定管理の話

まで入っちゃいきませんけど、ほんならこれが高かって利用量が尐ないから吉五のＢ＆Ｇを指
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定管理に出すんじゃ、高えし、利用者がおらんからやらないよ来ませんよ言うたら、貧乏人の

銭失いじゃねえ、結果的には負の連鎖になっていくんじゃねえかと思うんで、ちょっとそこら

も思うたん。どう考えられとるか、ちょっと聞かせてくださいよ。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長のおっしゃることもよくわかります。今回の改正について

は、やはり市内の同じような施設ということで、距離は確かに北のほうで違いますけれども、

野球場、それから多目的、テニスコート、これにつきましてはやはり設備的には本当に他に引

けをとらない同じような設備だというふうに思っております。今課長言いましたように、グラ

ウンドのほうもフェンスが低かったりということである程度整備をするというようなことで、

整備をする中でやはり利用のほうもある程度は見込まれるんだろうと思います。あくまでこの

吉五の体育施設の市内の均等化を図るというふうなことで考えておりますので、御理解を願い

たいというふうに思います。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、もう一個もわかりょうらん。理解せえじゃのうて、瀬戸

町のグラウンドのほうが吉五町のグラウンドに比べてどっちがよけりゃあ。 

○副委員長（松田 勲君） どっちがええんかというて。 

○委員長（北川勝義君） 言うちゃ悪いけど。それで、今言ようるときに、ナイターのときに

ナイター電気代を全部しとくよりはリースで持ってきてしょうるほうが安いから、下山さんそ

れあれじゃったな、安いというてな、発電機の。あねえなんはわかるんじゃ。そういうことは

もうわかる。使うんが、ちょっと電気じゃったらもう、僕知らんで、勝手なことを言う。ぱっ

とスイッチ入れりゃあぱっとつくとしたんが発電機ならちょっと発電機をかけて灯油入れにゃ

おえんけん、燃料入れにゃおえんけん、５分余分にかかるというのは仕方がねえと思よん、そ

の安うなって使用料。じゃけど、よそより高え高え言ようたら結果的にはよそへ行ってしまう

んじゃねえかというて思うて、市外の対象で、今そういうことを思うたり、せえから何ら引け

をとらんいうて、引けをとっとるがな、この山陽の人からするんじゃったら、一番遠いから、

交通量が遠いから、引けをとっとる、わざにほんならここへおる議長さんを初めここへおられ

る方が大抵すぐ利用せえというたら下山さんか僕だけはそっちに行くかも、あとの者はみんな

山陽へふれあい公園へ行くとか桜が丘のそっちに行くんじゃねんかな。大人数が全部そうじゃ

ろう。あんたら矛盾したこと言うたらおえんで。それを簡単にそんなことありゃへんじゃとい

うて言ようる、それは違おう。さっきも言うたが。利用率の悪いのは何でならというて。ここ

へ駐車場をつくとって10台しかとめれんじゃという、これ毎日いっぱいでうめえこといかあ

や。周匝の、Ｂ＆Ｇ草生へつくっとって、10台つくっとっても一台もとめんわ。そりゃ利用価

値がねえからじゃがな。ある意味の悪いことじゃねえか。 

 せえから、今言う仁堀のグラウンドやこう前からしとるけえ上げんのんじゃ、仁堀、多目的
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上げん、何で上げんのんな仁堀の多目的上げちゃれえ、600円に。200円、400円、300円に上げ

え。何で上げんのんなあ。何でなら、おめえ。もっと結果的には、見ようりゃな、あんたら指

定管理をやるためＢ＆Ｇを指定管理に出さにゃ、そのときついでにしているだけでそねえな草

生のとこしただけじゃねえか、見え見えの子供がしょうる手じゃねえか。いや、言ようること

まんざら違うとりゃへんで、今言ようることは。やっぱりそこらは見据えてせにゃおえん。や

っぱり、どうも何かそこだけしとりゃ、仁堀の多目的は何もせん、手をつけんとかな。 

 ほな、例えば赤磐市の中島のグラウンド・ゴルフ場ある、ほなもしこれ銭取って今やりょう

るけど、中村集会所の広場でも今のをやったとて、ナイター同じじゃけん、同じ値段取っちゃ

れというたら、おめえ、人が笑うで、そりゃ。こりゃもう仕方ねんじゃ、一極集中で東京がよ

うになりょうんのは。山陽がようなるのはこれも仕方ねんじゃ。おえん言よんじゃねんじゃ、

もう。それも甘んじて我慢しとるんじゃけど、使用料までぼんぼんぼんぼんそんな上げていき

ょうたら使わんようになるんじゃねんかということを言いたかったんじゃ。そう思わんかな。 

 15分まで休憩とします。 

              午前11時５分 休憩 

              午前11時23分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） この条例の料金一部改正につきましては、いろいろ委員さんから

御意見等をいただいたところであります。やはり吉五の地理的な条件とかいろんなものもあり

まして、利用者数の、料金を上げることで利用者の方々の減というのもやはり懸念をしなきゃ

ならないような点もございますので、ここにあります施行日、４月１日から半年間ほどその条

件のいい11月、12月までとりあえずこの料金値上げということでさせていただいて、もしそれ

で利用が落ちるとかいろんな利用者から不平不満が出るようなことがありましたら、また新し

く検討させていただくということでお願いできたらと思うところであります。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明がありました。 

 何かありませんか。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 指定管理になるんじゃけど、その指定管理……。 

○委員長（北川勝義君） 指定管理の話、ちょっと下山さん、指定管理の話はちょっと違うけ

え、ちょっと……。 

○委員（下山哲司君） 今の……。 

○委員長（北川勝義君） じゃけ、今違うけえ、指定管理というのちょっと出さんようにし

て、指定管理。 
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○委員（下山哲司君） そしたら、今のあれでよろしいわ。差しさわりがあるんじゃねえかな

あと思うて心配しただけです。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ちょっと僕が言う。使用者が減るようなことも考えられるんで、さ

っき教育次長が言われたように、来年の27年４月から暖かい期間というたら、野球ができると

きとかという多目的使うとこじゃけど、言うたら11月ごろから12月の初旪ぐれえじゃと思うん

で、11月ごろまでにして今使われとる方の意見を聞かせていただいたり、それから対忚、使用

者がどのくらい来たというのを見させていただいて、そう変わらなんだというたら、苦情もあ

るけど何とかいけるということになりゃそのままいかれると思うんで、報告は願わにゃおえん

けど、12月のときにもしそういうこって使用者が激減したとかいろいろクレームじゃいろいろ

あった場合には再度考えていただいて、今言われたように調査して、そのときに条例改正もう

一度下げるとか、いろいろ下げるとかいろいろあるんでやってもらいてえんと、そういうこと

じゃと思うんでそうしてもらいてえんで、それから１日につきとか１年間につきいうて、もう

このグラウンド・ゴルフ場は仕方ねえと思うんじゃけど、そういういろいろなことが諸条件が

ついとるとこはできりゃ直せるとこは直してもろうて、桜が丘のグラウンド、テニス場につい

ては１人１年間はこりゃ会員券何とかしとんじゃというていろいろあるんじゃったら、そうい

うことも正式に書いていただいて、こういうとこはこういう条件があるんで直せるとこは直す

ということで、これもあるけど１日、じゃったら会員になった人しか使えんという、１人１年

間になるんで、そのときだけ使いてえというんが１時間だけ１面使いてえという人があったら

それも使わせてあげるというようないろいろなことを考えなんだらだめじゃねえかと思うん

で、そこらのことも一緒に直すということで試行的に見ていただいて、ただ草生の多目的だけ

を見るんじゃのうて全体の見直しも必要なんでかけていかにゃ。 

 先ほど今委員長、副委員長と話をしょうたときに、赤坂のファミリー公園のグラウンドが

200円じゃったんが300円になったの、多目的のやつふえたというのもいろいろで、それでやっ

ぱりそこが何ぼか減ってくるんもあったりするんで、そういう金がたった100円のことかもし

れんけど、100円でもやっぱり負担するほうの生活していきょうんで負担のことを思うたら、

僕は逆に言うたらこんなことは平等じゃねえかもしれんけど、赤磐市の市民が使うんじゃった

ら、特に小・中学生、高校生が使うんじゃったらただでもええんじゃねえかと思うて、電気代

と水道料とか要るもんは取らにゃおえんけどと僕は思よんじゃけど、そこまではいろいろなこ

とがあってできにきいなっとんじゃろうけど、そういうこともあるんで観点で見直しをここは

これでかけてやっていただきたいと思いますんで、そういうことで皆さんこのことについてよ

ろしいでしょうか。 

○委員（佐々木雄司君） ちょっと。 
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○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、一連のお話というのはよく理解できたつもりです。し

かしながら、僕はちょっと気になるのが１点あります。いわゆる行財政改革との財政健全化し

ていくとの絡みなんですが、やっぱりいろいろなところで倹約に努めていって、補助金等々も

一律10％近く、一律というわけじゃないんですが、カットすると。そういうようなみんなで痛

みを共有しましょうというような段階のときに、当然ながら市民の負担というものも出てくる

わけですよね、市民負担というものも。そういうようなところの観点というのは、この話とい

うのはどのぐらい含まれるんですか。 

○委員長（北川勝義君） そりゃちょっと僕が答えちゃおえんけど、考え方がちょっと違うん

で、これがこのままでふえていくために、利用料を上げていくために均等にとっていこうとい

うことで、財政負担のことはちょっと財政の方に聞かにゃ、均等負担していこうということで

なったら同じようにしていったらええんじゃけど、その場合利用量が下がったら結果的には何

もせんでもグラウンドが、毎日何もせなんで年100遍使よったんが10遍になったらそれだけ上

がっても利用量悪うなるんじゃけえ、歳入というたら、それ電気使うとかいうんじゃのうても

うもっと下がっていくんじゃから健全な使い方じゃねえかなと僕は思うとんで、そういうこと

を踏まえてちょっと一緒にちょっと答えてください。 

 次長。 

○教育次長（奥田智明君） まず、その使用料、財源の関係でございます。今委員長が言いま

したように、上げることによって利用が下がる懸念はあります。今のままでやはり利用増への

ＰＲとか、そういう面をさらに中身の見直しをかけて料金をただ上げて使用料の増を図るので

はなくて、ちょっと方向転換をして収入増になるようにこう検討していくべきだろうというふ

うに考えております。 

○委員（佐々木雄司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） よくお話はわかっているつもりなんです。上げることによって利用

者が下がって、結局総額が下がってくるかもしれないというのはよくわかります。それを下げ

ないように努力するのがやっぱり管理者の責務というか、責任なんだと思います。 

 そのお金が上がることによってその負担がふえるんですということは、やっぱり丁寧に市民

に対して説明をすることによってその行政改革に対するその理解というものに一つつなげてい

くというような側面というのも発生するのかなあと思えば、私は逆に下げるんではなくて、下

げたり横ばいにするんではなくて一律上げるべきじゃないかなあと。赤磐市としての行政改革

の一環としてですね。ちょっとでも収税、その収入をふやしていくんだと、それで必要なとこ

ろにちゃんと教育だとか、子育てであるとか、介護であるとか、いろいろな本当に必要なとこ

ろの予算にこのお金を使っていくんだというような、その使い道をはっきりさせることによっ
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て私は市民参加の行政改革につながっていくんじゃないかなあと思ってまして、そこら辺のと

ころの観点の話がちょっとこの話で見えにくかったというか、ちょっとわかりにくかったん

で、どのぐらいお考えがあるのかなあというのをちょっとお聞かせいただきたかったというこ

となんです。考えていただいてるんであればいいんです。 

○教育次長（奥田智明君） しっかり利用者の御意見等聞いてやっていきたいと思っておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待てえ、今ちょっと奥田次長が答えれる話じゃなかろう。

このスポーツ振興だけの話言ようるわけ、行革いうのはその話だけ。 

○委員（佐々木雄司君） このスポーツ振興に関してそういう考え方を持っていただいてます

かということですから。 

○委員長（北川勝義君） スポーツ振興に行革。 

 はい、奥田次長。 

 スポーツ振興に行革やこう。 

○委員（佐々木雄司君） 御自身のその打ち出される施策といいますか、取り組みに対して行

政改革の意識を持っていますということであればそれでいいです。 

○教育次長（奥田智明君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） 行革の考えから言いますと、今佐々木委員さんが言われるよう

に、尐し使用料のアップというのも一つの手段かと思います。当然それも考えるべきだと思い

ます。ただ、今回のことにつきましては、やはりまだまだきょうそれぞれ委員さんから御指摘

ありましたように、地理的な条件もあったりしますので、本当に利用者のしっかり意見を聞い

て、まず利用が減らないような、まず方策から考えていくと、その上で皆さんしっかり使って

いただいて次のステップとしてどう考えるかというふうなことを考えるのが今後の行革の方向

性だろうと私は考えております。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（佐々木雄司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで終わりたいと思います。 

 続きまして、議第44号赤磐市吉五Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例（赤磐市条

例第20号）を議題とし、これから審査を行いたいと思います。 

 執行部のほうから補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 前田課長。 
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○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） それでは続きまして、赤磐市吉五Ｂ＆Ｇ

海洋センター条例の一部を改正する条例について御説明を申し上げさせていただきます。 

 同じく新旧対照表50ページをお開きいただけたらと思います。 

 この条例の改正の目的ですが、１つとして、指定管理者による管理を可能とする条項を盛り

込むことであります。もう一つにつきましては、市内の施設使用料との均衡を図るという意味

で利用の料金を改正させていただきたいという２点であります。 

 まず、指定管理についてですが、第12条を17条とさせていただきまして、第11条の次に５条

を加えさせていただきたいということです。 

 初めに、第12条につきましては、赤磐市公の施設における指定管理の指定の手続に関する条

例に基づき管理が可能となるというような内容であります。 

 13条につきましては、指定管理者が協定に基づき行う業務を定義するものです。 

 第14条につきましては、指定管理者が行う管理の基準についてで、法令及び条例規則の遵

守、秘密漏えい、個人情報保護についてであります。 

 第15条につきましては、指定管理者の権限で条例に規定する教育委員会の権限を行うもので

す。 

 第16条につきましては、利用料について利用に係る料金を指定管理者の収入として収受する

ことができるものであります。 

 また、もう一点の利用料の改正につきましてですが、52ページをごらんいただけたらと思い

ます。 

 アリーナの照明料を今まで徴収しておりませんでしたので、この改定により照明料を全面市

内400円、市外800円、半面につきましては市内200円、市外400円にさせていただくものです。 

 また、２階にトレーニングルームがございますが、２階は広いフロアがあわせてあります

が、利用形態のことを考えまして、トレーニングルームと新しくサブアリーナとして面積を分

けまして、新しくサブアリーナということを表記させていただきまして、そちらに当たります

使用料を市内150円、市外300円、空調料として市内100円、市外200円というふうに定めさせて

いただきたいと思っております。 

 トレーニングルーム個人利用につきましては、市内が200円、市外200円、それからミーティ

ングルームの空調料の徴収が今までありませんでしたが、市内が50円、市外100円にさせてい

ただきます。 

 あと、注意事項の２に当たるところ、１時間未満の利用についてですが、１時間とみなして

徴収することを追加させていただきます。 

 プールの個人利用でありますが、大人が各時間区分で200円、小人が100円というふうにさせ

ていただきます。プールの回数券では、大人が2,000円、小人が1,000円ということでありま

す。また、プール個人会員につきましては、１年間大人が２万円、小人が１万円ということで
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改正をお願いしたいと思っております。 

 なお、プールの団体利用という項目がありましたが、この項目につきましては利用実態から

このたびから扱いをなくさせていただきたいというふうに思っております。 

 また、注意事項の２のところの表現を、時間区分ごとの入れかえとするというふうに表現を

改正させていただきます。 

 補足につきましては、施行日で平成27年４月１日から施行するということであります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 執行部の説明が終わりました。 

 委員の皆さん、これから質疑を受けたいと思います。 

 何かありませんか。 

○委員（佐々木雄司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 何条だったですかね、個人情報云々どうのこうのという条項があり

ましたけど、これについてお尋ねをしたいと思います。 

 この指定管理を受けるＢ＆Ｇ海洋センターの会社名、私ちょっと存じ上げないんですが、こ

このところが個人情報を扱うということなんですけども、この個人情報の所有者は誰になるの

かというところをお尋ねしたいです。 

 あと、情報管理の方法ですね、それもお尋ねしたいです。 

 あと、流出時、したときの責任の所在はどこにあるのか、責任者は誰になるのかというとこ

ろを、この３点お尋ねしたいです。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 先ほど佐々木委員からの質問であります

が、まず個人情報というのは施設を使用するに当たっての氏名であるとか、年齢であるとか、

いわゆる申請であるとか、利用いただくときの情報のことを指します。 

 それから、その情報の所有的なものをお尋ねだったかと思いますが、これにつきましては管

理上は指定管理者のほうで取り扱っていただくことになろうかと思いますが、あくまで市の施

設を使っていただくということですので、最終的には市のほうの情報であり、また最後お伺い

になられておりました責任の所在というところは、最終的には市のほうにあるというふうに思

っております。 

 以上です。 

○委員（佐々木雄司君） 情報管理の方法。 

○委員長（北川勝義君） 前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 管理のほうは、通常管理につきましては
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指定管理者のほうで厳重に保管運用ということで、常にこちらの市のほうへ持ち合わせをして

いるという状況ではありません。そういうような運営で実施をするような予定で思っておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 詳しくありがとうございました。流出時の責任の所在が市にあると

いうことであれば、絶対に流出させないようなコンプライアンス体制というのをその指定管理

者に求めていかなければいけないんですけども、その体制というのは市のほうに、例えば研修

会を行うであるとか、個人情報というものはどういったものを指すのであるとか、その概念的

なものを含めて教育といいますか、指導のほうはされていかれるんですか、今後。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 現段階におきましては、そういった研修

会であるとか、そういったものは予定を思っておりませんでしたが、今委員から御指摘のこ

と、確かに市としては大事なことだと思います。今後の指定管理制度を委託をする段階におい

てどこかの時点でそういったことを中心に徹底ができることを今後考えてみたいと、今の時点

では思います。 

 以上です。 

○委員（佐々木雄司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） これ指定管理いつじゃ言うたんかな、もう一遍。27年４月１日。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 27年４月１日施行ということでお願いし

たいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 使用料の改正は表のとおりで、これは４月１日からやるということ

でいくわけじゃな。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとそこで、これ指定管理するために料金の改正はしとるとい

うことかな、どういうなことかな。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） このＢ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正

につきましては、先ほど申し上げたとおり、指定管理の可能になる５条を加えさせていただい

たことと、料金につきましては同時期にあわせて改正をするという趣旨で今回お願いをしてお
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ります。 

○委員長（北川勝義君） 先ほどテニスコートやこうのときに試行してみるということにした

んじゃけど、これはどんなんかなあ。試行はしてみんのんかなあ。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 先ほどから体育施設全般のお話もいただ

いたことがあります。私もきょうの皆様方の御意見をいただきまして、こちらにつきましても

そういったことが懸念されるということもあろうかと思いますので、そういったこともこれも

含めて同様に扱わさせていただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ついでにというたらおえんのんじゃけど、教育長、吉五中学校はプ

ールがめげて久しいんじゃ、長えんじゃ。Ｂ＆Ｇは、この間市長に本会議で答えてもろうたけ

ど、ありゃ言うんじゃったら違うん、中学校の義務教育の学校教育じゃったらＢ＆Ｇやこう使

うとかというこっちゃねえ、中学校教育。青尐年の健全育成とかいろいろ考え方で、老人、老

若男女を問わず健康づくりということでＢ＆Ｇが使われるんじゃったらそりゃええんじゃ。だ

から、結果的に中学校が使うということになったときには使いてえ者も使えれんようになった

という可能性もあると思うんじゃ。これがもし山陽であって、桜が丘中学校がプールがなくな

った、はいはいよろしい、ふれあい公園行ってくださいというてそういうことをしますか。絶

対しないでしょう。これが偏見的な差別じゃ言よんですよ。人口の尐ないところをやって、そ

してここは指定管理にする、いけしゃあしゃあと指定管理にする。指定管理も何を目的でどう

やっとるんか、山陽のときには指定管理をやるというときには、僕はここで意見言いました。

やるときにはぜひ吉五のときもＢ＆Ｇのとけえ出るときに管理ができるようにしてくださいと

いうて、吉五は尐ないから管理はできません、大分ようけい出さにゃできませんというような

ことにならんのんじゃねえか。その上これでお金を上げとったらそういうことが問題が起きて

こんかということを言いたかったんですよ。それで、もし僕指定管理じゃったら、指定管理し

たとこへＢ＆ＧのとこはこれからＢ＆Ｇ補助をくれるかどうか。それから、Ｂ＆Ｇがこれから

やっていっとるときに、今のあれをやりましたが、チャレンジデーのときに、対象にそりゃね

えからせんとかという話じゃねんですよ。対象に率先してできるか。それから、中学校のとき

も率先してそういうことができるか。 

 ということを考えられたら、僕は指定管理するということが本当にええことか、指定管理し

ても、だけどほんなら条件つけて中学生は使わすんじゃとか、いつまで考えるんかな、わかり

ますかね、言ようること。そこらをちょっと今僕理解できんような気がして、全く反対という

んじゃねんじゃけど、そこらも踏まえて考えてやられとんか、単純に指定管理、せにゃおえん

のじゃけやっとけやっとけついでに上げとこうや、ねえとこは落としとけ、探しとけ探しと

け、たら、今までの宮岡教育次長じゃとか、前の教育長はえかったけど、今度は、おめえ、な
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ったら、奥田という次長がなったら、教育長は杉山というのになって、それで学校担当のほう

が、前田というのになったらでえれえ吉五ばあ高うしちゃろうというてねえとこのあらばあ探

してやりょんじゃというて、友實が市長になったらこういうことをし出したんじゃというて、

おいぼっけえ赤坂支所長にこっとしてくれんでもええけえ熊山も、わしは思えて、余りええ影

響が出てこんのんじゃねえかなあと思うて、今ちょう思うたわけですよ。人気商売とか、そう

いう話をしょんじゃのうて、やっぱりこれはこういうとこも直したけん、僕はこれ見直すんじ

ゃったら、ちょっと前田課長に言うてほしかったのは、こういう事業でＢ＆Ｇもここで見直し

かけますと、Ｂ＆Ｇなんかやらせてもらうんで指定管理が可能なんで指定管理するんじゃねえ

と可能なということで直させてもらうんで、ぴちっとしたから料金もこういう、できたら27年

４月から試行的にやらさせてもらいてえというんじゃったらわかるんじゃけど、そねえな言葉

がのうてどねん考えられとんかな、簡単に、僕はちょっとそう思うとんです。憤慨しとんもあ

ったり、おえん言よんじゃねえですよ。そういうなんで見直しさせてくれえと、試行させてく

れえというたらわかるんじゃけど、同じようにするけん、あったけんて言うたんじゃあ、ちょ

っと納得いきにきいなと僕は思うとんですよ。 

 そんなことを言うたら、単市で補助をつけても、要らん話をすりゃ、これＢ＆Ｇの補助をも

ろうてやりょんと、山陽のふれあい公園も大改装したが、そのときはどう考えられとん、改装

が悪いとかという話をしょんじゃねんじゃ。やっぱりしたのにＢ＆Ｇの目的、ふれあい公園は

赤磐市全体の中の山陽ふれあい公園ですが、やっぱり考え方を変えにゃおえんですよ。 

 もう要らんことをついでにちょっと１つ言うとくから。 

 足王温泉、老人しか入れませんというて、老人の会、そんなことするんじゃったら、山陽の

偉え人、特に池本総合政策部長、たえず言われりゃな、あれ老人の施設ですけえ老人の補助を

もろうてやったんですからというて、こう言う。というんじゃったら、Ｂ＆ＧはＢ＆Ｇをもろ

うてやったんじゃねえか。指定管理やこう出すな。 

 それから、もちろん言うちゃ悪いけど、そういうへ講釈言うんじゃったら、下山さんがもう

目のかたきぐれえ言ってやりょうるリピート吉五、奥田君だって担当じゃからわしが課長やっ

てやったときのあれも貸すな、それおかしいじゃねえか、言わんとしょうることはそういうこ

とになってくるようにつながっていくんじゃ。やっぱりそういうとこじゃったら開放せにゃお

えん。 

 今同僚議員が言わりょうる、僕も何ぼと言いてえことは山ぐれえあるん。一般質問でやらに

ゃおえんと思うとるぐれえ、じゃったら開放してくれりゃええじゃねえか、みんなのとこを。

吉五から風呂行きとうても温泉行きとうてもねえんじゃ、金払うて、高え、あんな。老人であ

りゃ月に１遍か１週間か10日に１遍ぐらいあるんかもしれんけど、山陽の間だけじゃねえか、

それやったらそこらも同僚議員が言ようる、財政改革でもう皆切りゃええじゃねえか。やっぱ

りそこらの考え方ぴちっとやってもらいてえと思ようるわけ。こういうことになるからこうし
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てえんじゃというような考えがなけりゃおえんのじゃねえかというのを言いてえんで、教育

長、どねん考えられとります。市長もどねん考えられとります。 

 教育長、一番トップじゃから、いじめよんじゃねえんよ、教育長。答えまで出してわし言う

たぎょんじゃけえ、質問の答え言よんじゃけえ、ＱアンドＡ言よんじゃから。丁重なだけじゃ

おえんのんで、教育長、わしゃここへ教育長が言うた言葉というのを張っとんじゃけえ、教育

長の教育長になってからの新聞でも切り抜いて、何を言わんとしてるんかという、頑張りま

す、杉山高志さんと、こう頑張りますという、わしずっともう、市長が言うたことも張ってし

ょんじゃ、読んで、ううんというてから。 

 ちょっとどういう、子供、せえで市長、市長が言うたんじゃ、子供は宝じゃというて、子供

に使う、健全育成するとかには金上げちゃるという。次長でもええし、どうして上げちゃる、

というのは、僕がさっき言うた答えじゃねえけど、そういうなんするからこういう見直しをか

けたかったというて言うんじゃったらわかるけど、何もねえ、手柄のように、今３人が新しゅ

うなったけんというて、やってくれるな、前田君、奥さん吉五町じゃろうがな、ぼっけえ高

え。奥田君も吉五町じゃろうがな。えろうぼっけえ高う高うしたというたら利用量はかえって

下がるんやこう、そこらも考えて、ちょっと考え方聞かせてくださいよ。 

 真っ向から反対しょんじゃのうて。前田君が言うんかな、考え方。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 足りてないところがあったのであれかと

思いましてしましたが、いいでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 先ほど私の答えの中で十分足りてなかっ

たこともあろうかと思います。Ｂ＆Ｇ海洋センター、本年度も補助金等をいただきましてプー

ル等いろんな施設を改修する予定になっております。そういった中で、ここ近年非常に施設と

しては使いやすい、皆さんにそういう施設に変わってきとります。そういうようなこともあり

まして、指定管理へ出す時期もあわせて料金の見直しというようなことも、あわせていい施設

になったということで料金のほうも見直しをかけさせていただいております。 

 先ほどから御意見をいただいておりますいろんな心配するところもありますが、１つ前の体

育施設のこともあわせまして、利用の方々の御意見を聞きながらどういった状態が一番ふさわ

しい料金プランであるかということも試行的なことをさせていただきながら運営のほうを進め

ていきたいということを思っておりますので、あわせて発言させていただきました。よろしく

お願いします。 

○委員長（北川勝義君） 教育長、市長何か言われん。 

○教育長（杉山高志君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 杉山教育長。 

○教育長（杉山高志君） 先ほど前田課長が申したとおりであります。私も施設をしっかり見
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させていただきまして。 

○委員長（北川勝義君） 見てねえんか。 

○教育長（杉山高志君） 見ました。そういう中で市民の皆様の本当に理解が得られるように

私たちも努力してまいります。よろしくお願いいたします。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 先ほどの料金の値上げも同じなんですけども、この先きちんと利用者

の声を聞きながら、また利用の状況もしっかりと注意を払いながら、この先も市民の皆さんの

御要望にお忚えするように努めてまいります。 

 そのためには柔軟な対忚というのが一つ重要なことになろうかと思います。その中で行財政

改革で財政健全化アクションプランでやっているっていうことも念頭に置きながらこれを考え

ていくべきものと考えているところでございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 話横で聞かせてもらようたら、もう柔軟なこういう言葉が出るんじゃ

けど、今まで私の村の一番地ですからな、あれが。できてから以来ずっと見とんじゃけど、そ

の担当者が熱心で熱意のある人がしたときは利用がばっとふえるん。担当がかわったらぱたっ

と落ちるん。ほいで、また横ばいになって、ほいでまたそれじゃいけんからというて熱心な担

当者が来たらまた上がるん。じゃから、職員さんが仕事でできるようなことじゃないんじゃ、

あれは。やっぱりそういう熱意のある人が先頭に立ってああいうとこをやらんと、人口が尐の

うて年寄りと若い人のバランスが、僕はええと思うとんじゃけど、人は悪いと言うんですけ

ど、そういうとこでそういうスポーツとかそういうコミュニティづくりがうまくできるという

のはリーダーがおらにゃできんのですよ。一般の役所が、次はあんたあっこへ行きなさいとい

うて３年ほどおって、またせえまた帰って３年ほど、誰でもええというもんじゃないんです、

あれは。今までの結果を見てもうそれ出とんです、歴然と。じゃから、今の料金にしてもそう

いう熱意のある人に意見を聞いて、こういう状況じゃからこうじゃと、こういう判断をせん

と、一律とかという言葉やこうは当てはまらん、仁堀もほんなら一律にせにゃおえんようにな

る。200円仁堀だけ安いというわけにいかんでしょう。一律という言葉を使うちゃいけんのん

よ。やっぱりそういう簡単な、いとも簡単に言葉を使うて済まそうとするから突かれたら困る

じゃろう。さっき言うた一律にというんだったら、仁堀も一律にせえと言われたときにできん

でしょう。 

 じゃから、同じ熊山と赤坂と山陽と吉五のグラウンドかで吉五一番銭かけてねえよ。自己負

担なんぼも使うとりゃへんのじゃけえ、あれしたときに。それで、その後にはそれは多尐自費

で修繕したりいろいろしとるけど、ここらみたいに銭かけてしとりゃせんよ。やっぱりそうい



- 35 - 

うことも踏まえて考えるんなら料金でも響いてくるじゃろう。じゃけ、いろんな考え方がある

んじゃから、やっぱりもう尐し言葉を考えて説明してほしいと思うなあ。これでやめるけど。 

○委員長（北川勝義君） 意見でよろしいな。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他になければ、これで終わりたいと思います。 

 続いて、議第48号赤磐市火災予防条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第24号）を議題と

します。これを審査を行いたいと思います。 

 執行部のほうから補足説明がありましたら。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長、消防長。 

○委員長（北川勝義君） はい、消防長。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 赤磐市火災予防条例の一部を改正する条例の補足説明につ

いて担当課長のほうからさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 委員会資料の１ページ、それと条例等改正議案新

旧対照表の63ページからごらんください。 

 今回の改正は、平成25年８月に京都府福知山市で発生した福知山花火大会会場での火災を踏

まえ、対象火気器具等の取り扱いに関する規定の整備のほか、屋外における催しの防火管理体

制の構築を図るものです。ここで言います対象火気器具等とは液体燃料、気体燃料、固体燃料

や電気を熱源とする移動式の器具で、コンロ、グリル、ストーブ、携帯発電機など火を使用す

る器具、またはその使用に際し火災の発生のおそれのある器具を言います。 

 次に、改正の内容です。 

 新旧対照表64ページ、第18条第１項第９号の２になります。対象火気器具等を祭礼、縁日、

花火大会、その他の多数の者の集合する催しに際して使用する前に消火器の準備をした上で使

用することを義務づけております。 

 次に、屋外催しに係る防火管理に関することで、新旧対照表65ページ、第52条の２になりま

す。 

 まず、指定催しの指定です。消防長は、祭礼、縁日、花火大会、その他の多数の者の集合す

る屋外での催しのうち、大規模なものとして消防長が定める要件に該当するもので火災が発生

した場合に、人命または財産に特に重大な被害を与えるおそれがあると認めるものを指定催し

として指定します。 

 また、指定した際に通知すること等、手続に関することを定めております。 
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 続きまして、同じく65ページの52条の３になります。 

 指定催しの防火管理としまして、催しを主催する者に対して防火担当者を定めて火災予防上

必要な業務に関する計画を作成させるとともに、その計画に従い火災予防上必要な業務を行わ

さなければならないことを義務づけております。 

 火災予防上必要な業務に関する計画につきましては、下記に上げておりますとおりです。 

 続きまして、露天の開設届け、新旧対照表67ページ、第55条の第６号になります。 

 多数の者の集合する催しに際して対象火気器具等を使用する露天等を開設する場合は、消防

機関へ届け出ることを義務づけております。 

 続きまして、同じく67ページの59条の第４号、第60条にあります指定催しの主催する者に対

して火災予防上必要な業務に関する計画の提出義務違反について罰則を設けたものになりま

す。 

○委員長（北川勝義君） 続けてください。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） なお、委員会資料２ページから５ページには施行

後指導等に使用する資料の案を出させていただいております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 48号の赤磐市火災予防条例の一部を改正する条例についての説明が

ありました。 

 委員の皆さん質疑ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 意見がないということで、これで終了したいと思います。 

 それでは、１時まで休憩とさせていただきます。 

              午後０時０分 休憩 

              午後１時０分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 続いて、議第52号平成26年度赤磐市一般会計補正予算（第１号）を議題とし、これから審査

を行いたいと思います。 

 執行部のほうから歳入歳出についての補足説明がありましたらお願いしたいと思います。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本総合政策部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） それでは、一般会計の補正予算、総合政策部から説明をさせ

ていただきます。 

 総合政策部関係、資料の３ページからです。 

 総合計画の関係と映画の関係で２件あります。私が質疑等で答弁をした関係上、私のほうか

ら補足をさせていただきますので、よろしくお願いします。 
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 まず、資料の３ページ、それから予算書でいいますと９ページであります。67万円それぞれ

総合計画の策定の関係で補正をさせていただいております。これは今年度１年前倒しになりま

すけれども、総合計画の策定を始めまして、報酬、需用費等々、委員の報酬等々を組ませてい

ただいておりますのでよろしくお願いいたします。 

 今後は、この予算とは別になりますけれども、最終的には印刷製本費等が出てまいりますけ

れども、これにつきましてはまた御相談をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 総合計画については、以上でございます。 

 続いて、映画の関係でございます。540万円、同じところの企画費に市制10周年の記念事業

負担金として組ませていただいております。500万円と消費税の40万円でございます。 

 これについては、本会議でも説明をさせていただきましたけれども、種まく旅人という農水

省後援の第１次産業をテーマとする映画の撮影、松竹撮影所が作成する映画ですけれども、赤

磐市をロケ地として桃等の果実を題材にした映画を作成をするということで、赤磐市も協力を

させていただくということで、そのシナリオ、その他調査費用の一部540万円を今回組ませて

いただいております。 

 本会議の質疑でこの映画をどのようにアピールするのかというような等々の質疑がございま

して、私のほうから映画、こういう赤磐をロケ地として撮影する映画はなかなかチャンスもな

いので、これについては第１次産業の農業のＰＲ、赤磐市のＰＲを映画作成時から終わった後

のロケ地のＰＲまで含めて幅広くさせていただきますというようなかいつまんで答弁をさせて

いただきました。 

 それで、具体的には、まだ予算の審議中でありますので、７月から、予算可決をいただきま

したら７月ぐらいから調査等に入れる予定でございます。 

 ５ページ目でございますけれども、資料の。６月２日に協定書を結びました。協定は３者の

協定でございます。赤磐市と、それから株式会社エネットという製作の会社でございます、と

松竹撮影所、この３者で映画についての協定を結びました。 

 第１条は目的でございます。赤磐市の10周年記念事業として地域の活性化を図ることを目的

に赤磐を舞台として映画を作成、これに協力すると。乙については、他の出資者とともに映画

の製作委員会を組織し云々ということで。丙は松竹でございますけれども、映画の撮影を含む

製作業務を行うと。 

 第２条は、製作協力として映画の製作に赤磐市が協力をするということと、それから乙、丙

は映画の製作を進めていく上でお互いに協力するということでございます。 

 予算には540万円を組んでおりますけれども、これは別に定めるというふうにしておりま

す。 

 以下の条項につきましては、反社会的勢力に関する条項等々のことを書いておりまして、次
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のページで甲、乙、丙が契約をするようにいたしております。 

 ということで、６月２日に協定をいたしまして、この予算を認めていただけましたら、赤磐

市のロケ地としての調査、シナリオづくり、それからそれがある程度完成しますと現地でのロ

ケというふうな段取りになってまいる予定でございますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、簡単ですけれども補足とさせていただきます。 

○副市長（内田慶史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、副市長。 

○副市長（内田慶史君） 今池本部長のほうから協定書の説明をいたしましたが、この第２条

に係ります覚書についての説明をも加えたいと思いますので、協議会にしていただければと思

いますが。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから協定書の第２条についての製作協力の覚書につい

てをということで協議会にしてくださいというお話がありました。 

 皆さん協議会にしてよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、暫時休憩とします。 

              午後１時７分 休憩 

              午後２時３分 再開 

○委員長（北川勝義君） 続きまして、委員会を再開させていただきたいと思います。 

 それでは、審議の中で先ほどからしております協定書、映画に関しての協定書、そして映画

製作に係る製作協力に関する覚書についての審議をしたいと思います。 

 私は協定書のほうは審議すべきだと思っておりますが、覚書については、先ほど協議会のほ

うでお話しさせていただいたようになっております。 

 そこで１つ、私のほうも１つ質問は先にさせていただいとく、これが大前提だと思いますん

で、覚書のほうの実行委員会としなくてはいけないの、市長が実行委員会でやっておられる、

540万円のほうは議会のほう関係あるからわかります。5,400万円は実行委員会と思います。こ

れについてどのようなことをやったかというのがわかれば、それも踏まえて説明をしていただ

ければと思います。 

 大変申しわけねえ話、協議会をやらせていただいたんですけど、もう一度池本部長のほうか

ら概略で今までのことを協議会のことを踏まえ説明いただきたいと思います。 

○総合政策部長（池本耕治君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） まず、実行委員会をつくるという、市長は実行委員会を組織

すると、つくるということが第１であります。そっから実行委員会のことについてはいろいろ

協賛金を集めるということを書いておりますけれども、実行委員会をつくるというのが市長の
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役割でございますので、とりあえず判こは市長の名前になっとります。 

 したがいまして、今後実行委員会については540万円の予算が認められますと事業をスター

トさせていただきますので、その中で具体的な実行委員会の組織、それから人員、どういう形

で協賛金を集めるのか。協賛金を集めることと、それからもう一つは市民協働の映画づくりと

いうことで地域の皆さんにも御参加をいただくような実行委員会にならざるを得ないというこ

ともありますので、このあたりは今後十分検討して逐一形が方向づけできますと、委員会のほ

うへ報告はさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 540万円につきましては、映画シナリオ作成、製作準備のための経費でございますので、こ

れは予算計上させていただいとります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） それでは、執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん質問があったら。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） ２点、今の540万円のあれが、利用内容がここに負担金ということで

説明書いてあるんですが、これは理解できます。できますが、先ほどもちょっと言うたんじゃ

けど、やっぱり予算が通らん間にこの覚書ができとるということを私は不審に思うんです。そ

れは正しいか正しくないかお答えください。 

 それから、製作協賛金、これ実行委員会をつくってからとこう言うんですけど、市長命令で

寄附もろうて回るいうことは行為的に正しいんですか、正しくねんですか、それもちょっと。 

 それから、職員がもろうて回るのは正しゅうねえんだと思うんですが、それも答えてくださ

い。やるとすれば観光協会をワンクッション置いてやるとかというのが法的にはそれが正しい

んじゃないかと思うんで、その辺も含めて回答願います。 

○総合政策部長（池本耕治君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） まず、寄附につきましては、実行委員会が寄附を集めるとい

うことでありますので、実行委員会として行うということでございます。 

 それから、予算が可決する前の覚書、協定ということでございますけども、協定につきまし

ては、先ほど言いましたように、予算がありませんので協定書についてはもう添付をしている

とおりでございます。ただし、金額的なところで民間契約でございますので、どうしても必要

ということがありましたので、覚書という形で結ばさせていただきました。 

 その中で、２条の第２項でただし書きの停止事項を設けておりますので、こういう形でする

ことによってそういう法的なとこはクリアしとるというふうに理解いたしておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 540万円に関しては、そりゃ議会のあれが必要で、予算ですからあれ

なんですけど、これが540万円使うだけのインパクトというか、私らに伝わってくるもんがま

だ感じられないんですね、その最初が軽かったから。最初がもっと慎重だったらこんなことを

思わん。余り軽過ぎるからそういうに思われるんで、軽いというのは市長が軽いからそうなる

んじゃと私はそう思うとんよ。じゃから、そういうふうに聞きたいことと。 

 それから、実行委員会のこれつくっても市長の命令でつくるんでしょう。市長が寄附集めよ

んと一緒じゃからな。じゃから、市長が判こ押しとりゃ責任持つという。ということは、市長

がみんなに金集めというて命令しょんと一緒なんじゃから、建設業界やこうは行けれんよ、市

長が命令するんだったら。そういういろんな問題点が出てくるんじゃから、もっと慎重にやら

にゃいけんよ、そりゃ最初から。特に、後からやるけど、入札の件やこうでも、そういうこと

も人間の考え方には反映してくるんじゃから、そりゃもう尐し慎重に物事を、議会がどうも認

識ができんようなんで、一般の人が認識をするというのはおかしいんじゃから、この辺だけよ

う回答ください。 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 実行委員会の組織につきましては、市長が組織しというふう

に書いております。当然そのあたりのことも踏まえて実行委員会の組織のあり方、そういうと

ころについては十分検討しながら組織をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） 前回の委員会で説明が軽かったという御指摘でございますけども、決

して軽い説明をしたつもりではございません。ただ、その時点で詳細なこと詳しいことがわか

っていなかったということで不十分な説明になったということは、これは大いに反省しなけれ

ばならないと思います。これはおわびを申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） もう多くは言いませんけど、やっぱし不十分不十分というてそれだけ

で終わるんじゃったら何にも断りも何にもならんし、やっぱり不十分にならんように最初に慎

重にやっていただきてえと、報告ができるだけの要件をそろえてから報告すればええんじゃな

いですか。もう話聞いたらすぐぱっとするような、それが軽いと言よんです。そうでしょう、

部長。じゃから、もうこれでよろしい。 

○委員長（北川勝義君） 澤さん、よろしいかな。 

○委員（澤  健君） 済いません、協議会でもお話ししたんであれなんですけど、委員会で
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３点ばかし。 

 協定書のほうでいうと、この協定を見る限り松竹、有名な会社である松竹は基本的にはほと

んどノーオブリゲーション、エネットというところが幹事会社として責任を持ってやるという

協定になってますんで、そのエネットという会社はどういう会社なのか、例えば松竹との資本

関係があるのかどうかとか、そういうのを教えていただきたいというのが１点と。 

 それから、私はやっぱりせっかく市長を初め市の方がこの映画製作にかかわる、映画製作を

しようというのをぜひみんなで赤磐市で忚援してったらいいと思っております。そういう意味

では、私自身はこの540万円という金をお支払いするのもいいと思っております。 

 ただ、じゃあ今度は、先ほど言った5,400万円のほうの話でございますけど、もう一度再確

認ですけど、これでいうと、今現行実行委員会がない中でエネットと松竹撮影に約束をしてる

わけですね。それは市の行政として、せっかくいいことをみんなでやろうと言って後で足を引

っ張られるとかそういうことは嫌なのでお聞きしておくんですけれど、そういう行政上の事務

として問題がないのかなっていうのを教えていただきたいなと。 

 それからもう一つ最後、これは出してもらえないのかもしれないけど、これ３作目ですよ

ね。淡路でもやられてるし、臼杵でしたっけ、やられて、結局どこの市も同じ協定書を締結し

てるんでしょう。 

○委員長（北川勝義君） それを出せ言いよんじゃがな。 

○委員（澤  健君） それをマル秘だということなのかもしれないけれど、当然各市で議論

になるわけだから、松竹さんにちょっと教えてよということで開示いただけないのかなと。 

 先ほど市長からも話がありましたように、映画というのは我々赤磐市も初めてですし、これ

が世の中の常識なのかもしれないけど、こういうふうにしていくものなのかということを知る

ためにも他市でやったその覚書があればありがたいなというふうに思います。その点よろしく

お願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） まず、この実行委員会を組織する約束事ですけれども、なか

なか書き方が難しゅうなっておりますけれども、基本的には実行委員会を組織するというとこ

ろ、それから甲、乙、丙でその実行委員会が行うことについては忚援をし協力しましょうよっ

ていう取り決めで現在そういう取り決めにしております。 

 まだ、具体的に実行委員会どうするかというのは、この予算が認められてからという形にさ

せていただいております。 

 それから、同じ協定書かどうかというのは、なかなかこれ開示をといいますか、例をお願い

はしたんですけれども、なかなか見せてもらえないのが現状であります。ただ、臼杵にしても

やはり出し方が500万円出してるんですけど出し方が違いますんで、同じような費目も違いま

すし、ですからそれはそれぞれのところがあります。 
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 それから、今回協定を結ぶに当たって、松竹のほうから多分同じ内容だと思うんですけれど

も、松竹のほうから提示がありました。しかしながら、その内容についてそのまま、民間です

んで、行政のほうとちょっとそぐわないところがかなりあります、行政上。したがいまして、

そのあたりを十分訂正しながら作成したのがこの協定書等でございますので、若干民間同士の

とは変わっておるところがございます。そういうことでやっておりますので、よろしくお願い

します。 

 エネットにつきましては、課長のほうから資料を持って上がりましたので、説明させていた

だきます。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） 映画のつくり方につきましては、今回３者契約という形でお

願いをいたしております。その中で株式会社エネットと、それから松竹撮影所という２つの製

作をするところが出てきております。映画の世界については、実際にはもうお金を集めて総合

プロデュースするようなところが今回の場合は松竹撮影所になっておりまして、細かい映像を

撮ったりするところがエネットという会社でございます。したがいまして、映像をつくったり

企画したり製作をして、それを提供して、物が松竹のほうで、要するにお金を提供して全国ロ

ードショーしていくというふうなところになってくるような仕組みになっているようでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 澤さん。 

○委員（澤  健君） 済いません、目的の２に書いてある内容は、今課長が説明していただ

いた内容と全く逆になってますよね。今のお話であれば、乙を松竹にして、丙をエネットにす

べきなんじゃないですか。 

 そのエネットっていう会社は、例えば資本金がどのくらいで、どういう松竹との出資関係が

あるのかとか、そういうの調べないんかなあ。そういうのはやっぱり気になりますよね。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） エネットにつきましては、東京にある会社でございまして、

資本金が3,000万円、社員の方が40名ほどおられます。いろんなテレビ番組であるとか、こう

いった映画の作成、映画のコンテンツの企画、製作等行っておられるようでございます。 

○委員（澤  健君） 松竹との資本関係はあるんですか。 

○秘書企画課長（徳光哲也君） 資本関係のことまではちょっと今把握しておりません。 

○委員（澤  健君） そうですか。わかりました。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 
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○委員（佐々木雄司君） １点お伺いします。 

 実行委員会がこれから立ち上がってくると思われるんですが、この実行委員会の事務局はど

こに備えられるんでしょうか。といいますのが、何が気になったかと言いましたら、この実行

委員会の中で協賛金を集めていくということなんですけれども、協賛金を集めにいくのに手ぶ

らじゃ行けないですよね。どういう映画で、どういう内容になって、どうしていくのか、いわ

ゆるプレゼンテーション資料といいますか、プロモーション資料というのをつくらなきゃいけ

ない。たしか僕が前かかわらせていただいた部分の協賛金を集めた部分の資料というのが

100万円単位でかかってるんですよね。素人ができるようなものじゃないです、ちゃんとした

ものをつくろうと思うと。だから、その事務局がどこに置かれるのかというところが決まれ

ば、そこら辺の事務に関する準備に関するまた予算というものも考えていかなきゃいけない。

もし赤磐市にそれが事務局を置かれるんであれば、誰がその職員、どの職員が担当して、また

外部に置くんであればどういったぐあいに最初の事務のお金の負担をしていくのか。多分その

エネットにしても松竹にしても岡山にないんで、多分赤磐が中心になって、赤磐というか、ど

っかの岡山のほうが中心になってやっていくんでしょうけども、そこら辺のところっていうの

は今後どういうふうに考えていかれるんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） そういうあたりも含めて実行委員会立ち上げる要綱の中でう

たっていきたいと思いますけれども、具体的な赤磐市、ここに書いてありますように、映画製

作協力実行委員会という仮称をつけておる関係で赤磐市で、赤磐市どこへ置くかというのは別

として、こちらへ置くべきかなあというふうに思ってますけれども、具体的にはこれからその

あたりも、当然運転資金の今お話しありましたけども、ありますんで、十分検討したいと思い

ますので、そういうことあわせまして逐一報告させていただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（佐々木雄司君） いいです。大丈夫です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（下山哲司君） １点だけ。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 経費な面なんじゃけど、またこれも軽い話で、実際どのくらい運転資

金が要るかというのは想像もつかんという話でしょう。540万円出してまた事務的な経費は赤

磐市が持たにゃいけんわけになるんじゃないですかね。じゃから、その辺はもうはっきり言う

てえてもらわんと、この540万円の予算を議決することにおいて関連してくるんじゃから、ま

たまた泥縄じゃねえけど、泥棒を捕まえて縄ずんずんずんずん泥棒大きかったから大きいのに

せにゃおえんというような話になっちゃあそりゃいけんので、その辺だけ、市長、出たらわし

が責任持って自分の銭で払うというんならよろしいけど、答弁ください。 



- 44 - 

○委員長（北川勝義君） ちょっと市長、下山さん、ちょっと。 

 これ今聞きょうたら、540万円は……。 

○委員（下山哲司君） 向こうへあげるというて。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う。 

 540万円は脚本とかするのに要るというて、540万円はもうええわけです。何ぼ実行委員会の

ほうが１億円集めても戻ってこんわけじゃろう。ほかのイベントを使うのは、使うのあって

も。じゃから、いろいろなことをするのは、その事務費、今佐々木さんが言われたように、事

務費じゃな、要るのはこの実行委員会のほうで処理していくんじゃねん。新しゅうまた、今下

山さんが言ようるの、あえて僕も関連があるんじゃけど、どうして、はっきり答えてもろうと

かにゃ、また30万円要るじゃ、３万円も同じこっちゃからな。3,000円も。ちょっと、そこを

ちょっと今、ぴちっとちょっと……。 

○委員（下山哲司君） いろんな問題が出てくるん。 

○委員長（北川勝義君） どっち、市長が答えられる。 

 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 540万円はあくまでももう映画製作の分で、実行委員会とは

別の話であります。ですから、実行委員会について今具体的に組織はしておりませんけれど

も、そういう中で組織をつくっていくと。そしたら、運転資金の話もありますけれども、この

実行委員会についてどういう形の実行委員会をつくるかというのはこれからですので、今この

540万円のをプラスして実行委員会のほうへお金を出すという計画自体はありません。これか

らまたそのあたりを十分検討いたしますけれども、この映画に関しては540万円、とりあえず

540万円ということでお願いしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） どうもやっぱりその辺が安易な考えし過ぎて、ほんならまた1,000万

円かかるんじゃったら、1,000万円予算組むんですか。最初の540万円要らんかもしれん言よう

たのが、今度はそれも、それはもうきちっと早覚書で払うようにしとるし、またその上にいろ

んな事務経費がかかってくるんじゃというて、500万円どころで済むように思えんのじゃけど

なあ。それはもう実行委員の人がみんな全員ボランティア。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと再度僕も、再度質問……。 

○委員（下山哲司君） そういうことを考えたら、この540万円もどうも……。 

○委員長（北川勝義君） 違う、540万円違うんじゃっちゃ、それ……。 

○委員（下山哲司君） 可決できるようには思えんけどなあ……。 

○委員長（北川勝義君） そりゃ可決せんでもええ。 

○委員（下山哲司君） もう、委員長があと聞いて。 
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○委員長（北川勝義君） 一緒に事を聞きょんじゃけど、実行委員会のほうでいろいろするた

めに集めるわけじゃろう、お金は。5,400万円とか、その中でプロモーションやっていくと

か、いろいろ行くのはそれ使うわけじゃろう、事務諸経費とか。そりゃいいんじゃけど、そう

なって、２つ聞きてえん、これ、もう本音の話をしょうるけん。僕本当は協議会で聞きたかっ

たん、議長協議会いけんように言うからもう、あえてもう。 

 本当の話、この5,400万円するのに赤磐市も入るわけじゃろう。赤磐市入らにゃおえんが、

実行委員会の中へ入らにゃおえんが。入るんでしょう。入るんでしょう、実行委員会。全く○

○会社も入ったり○○県も入ったり、赤磐市入るわけじゃろう。そしたら、赤磐市はそのとき

に実行委員会入ったメンバーで、実行委員会のとこへは寄附はしないのかということを僕聞き

てえわけじゃ。わからんかなあ。 

○総合政策部長（池本耕治君） わかります。 

○委員長（北川勝義君） それは実行委員会をしてみにゃわからんけんということかな。とな

ったら、下山さんの言ようる、今度はまたして実行委員会したけん500万円要るんですよ、赤

磐市の立場上でというてということになってきたら大変なこっちゃねえかというのが１つあっ

た。 

 それからもう一つは、これは本音の話、市長か池本政策部長か、どうしてこの映画がこの岡

山県の赤磐市のこの余り、ようここへ来たんかな。本当のことを教えてん。何かこの間も本会

議の質疑で何かそねえな話しょうたけん、何で来たんじゃろうかなあと思うて。市長が頼みに

行ってぱっと来させちゃるというてきたんか、市長がこの間から１人ＯＢの方雇われとります

わな。月１遍とか来るというて、名前もう忘れましたけど、何という人おったが。 

○委員（下山哲司君） 挨拶に来た人。 

○委員長（北川勝義君） あれおられたろう、何か。 

○総合政策部長（池本耕治君） 江見さん。 

○委員長（北川勝義君） うん。 

○総合政策部長（池本耕治君） 江見さん。 

○委員長（北川勝義君） 江見さん。江見さんやこうが働きかけてざっと持ってこられた。何

で来られたん。ちょっと本当のことわかりゃちょっと、別に隠すこっちゃねえと思うんで教え

ていただけりゃあと思う、その２点あわせて。 

 池本部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 先に、１点目の実行委員会の中へ入っとる者が寄附の話で言

われましたけれども、ちょっと今先ほど説明しましたけれど、お金を集める、私らも初めてな

んで、お金を集める実行委員会なんですけれど……。 

○委員長（北川勝義君） 実行委員会違うよ、むちゃ言うちゃおえん。実行委員会は今後映画

作成円滑に進めていく上に実行委員会が行う、製作協賛金の収集に協力して取り組むものと、
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それから何じゃか、何かあったで、もっと製作に協力するというて。 

○総合政策部長（池本耕治君） それで、製作協力するところと、お金を協賛する、今委員長

言われました、会社が入る場合もあります。それで、赤磐市も当然入るし、赤磐市の住民の方

も入ってくると思います、いろんな形で。そのときに入っとる者は寄附するんかとかというよ

うな問題も必ず出てきますので、そういうことはこれから検討しますけれども、赤磐市が入っ

たからほんならまた別に1,000万円出しますとかということはないです。 

○委員長（北川勝義君） じゃけ、それを聞きょんじゃが。 

○委員（下山哲司君） それを聞きょんじゃが。約束できるんか、要らんというて。 

○委員長（北川勝義君） また、泥縄が出てきたときの話を。 

○総合政策部長（池本耕治君） それはないです。 

○委員（下山哲司君） もう一銭も要らんというて約束できるん。 

○委員長（北川勝義君） 違う、違う、今言ようることを、一銭たあ言わん、その話を聞きょ

んじゃ。 

○委員（下山哲司君） じゃから、要るんじゃったら市長は個人の責任で払うんかというんじ

ゃ。 

○総合政策部長（池本耕治君） 私らの頭の中にはありません、そういうことは。 

○委員長（北川勝義君） 協議会で、出資者と同じじゃけん、要るんじゃねえん。 

○総合政策部長（池本耕治君） それで、出資者になっとる人がその協議会に入っとるからお

金を寄附する、協賛に出すっていうのと、まざってきますんで、その実行委員会が。そこはち

ょっと考えにゃいけんのんで、そこまでまだ頭で考えてないんで。 

○委員長（北川勝義君） じゃけん、部長、市長がどうこうじゃねえ、赤磐市が協賛になって

中心メンバーじゃろう、赤磐市でやるこっちゃから。赤磐市は寄附してくれえ言うたときに、

社協からする、観光協会はあれするんか知らんで、わからんけど、もう下山さんのもうこれ以

上出んのんじゃろうなというて確約してくれえというて、実行委員会ようけい集めてくるんじ

ゃけ。 

○総合政策部長（池本耕治君） じゃから、一般的にスポンサー料についてはないっていうふ

うに思っとんですけど、赤磐市は。 

○委員長（北川勝義君） 実行委員会にはほんなら出さんというこっちゃな、赤磐市は。 

○総合政策部長（池本耕治君） 実行委員会というか、言やあ協賛金ですね。 

○委員長（北川勝義君） その中に出さんというこっちゃな、赤磐市は。 

○総合政策部長（池本耕治君） 私はそのつもりでずっといきょうりますけど。 

○委員長（北川勝義君） じゃあけん、そこを言いよんじゃ。ちょっと待って。 

 市長。 

○市長（友實武則君） この映画、まず経過でございます。これは本会議場でも説明いたしま
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したが、ここに書いてある北川社長が京都から西のほうに仕事で出かけていくときに岡山で途

中下車して、何じゃったら友實会うかということを知人のほうから紹介いただきまして、ぜひ

お願いしますということでお会いをしました。これは通常の表敬訪問です。その中でこういう

映画を作成しよんだということで種まく旅人のパート１の話をお聞きしました。 

 そのときに、３作目は九州のある県で撮影をすることが進行中だということを社長さんであ

りましたが、そこでそれがもう進展してるんならどうしようもありませんが、赤磐でそういう

のを製作することを考えてもらえんのかと私のほうからお願いしたところ、後日前向きに考え

るというお返事をいただいてこの話が進展してきたということでございます。 

 それから、出資金についてですけども、これから協賛金を市民と一緒に一生懸命集めていか

ないといけないというふうに思っております。この5,400万円を突破するように皆さんで、私

も含めて頑張っていくということでございます。そして、この実行委員会に今の540万円は松

竹のほうに支払いすることになるんですが、これ以上実行委員会に出資するというようなこと

は想定にないことでございます。 

 とにかくこの映画が成功するのもやはり協賛金が目標額に達成するというのが一つの目指す

ところだというふうに思っておりますので、これを目がけて市民一丸となって頑張りたいと思

っております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 今協賛金の話が出てますので、もうちょっと認識を持っていただき

たいというか、どの程度の認識なんでしょうかというところの観点でお尋ねをしたいと思いま

す。 

 協賛金とは何であるかというところ、通常一般的に言うとこれ広告販売に当たります。そう

ですよね。ということになったら、先ほどの事務局というものを立ち上げてそのプロモーショ

ン的な、そのプロモーションシートっていうんですかね、作成するときには、そのお金を出し

てくれた企業さんの名前をその映画の中のどこで出すのか、何秒出すのかというようなところ

から計画していかなければいけないということになったらですね、その映画製作のほうにも今

後かかわってくるわけですよ。最後のクレジットで協賛会社みたいなものでクレジットだけさ

あっと流すんだったら例えば50万円であるとか、そのかわり名前が出るのはわずか３秒であり

ますよとか、全国のロードショーでどのぐらいの劇場でそれが目に触れて、大体どのぐらいの

方の目に触れますよっていうのが、要するにそこのところで企業というのは広告効果を見るわ

けですよ。だから、そこら辺のところをもう早々と決めていかなかったら、そのお金の協賛金

だとか、その実行委員会というものも決まってこないんじゃないんかなあと思うんですが、そ

の実行委員会、協賛金を出してくださった方っていうのは実行委員会に入るんですか、それと

もまた別の話なんですか。 



- 48 - 

○総合政策部長（池本耕治君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（池本耕治君） 先ほどもコマーシャルの協賛金とどれぐらい露出度があるの

かというお話しされましたけれど、全くそのとおりです。具体的に我々もそのあたりは素人な

んですけれども、まだそこまで、そういう情報も聞いております。ですけれども、まだ何分こ

れから手をつけるところでありますので、それから実行委員会に入る方、実行委員会に入らな

い方、協賛だけされる方、あるいは実行委員会に入っても寄附じゃなしに地域の一生懸命協力

してくださる方、そういうどういう組織をつくるかというのは、これから十分そのあたりも含

めて検討をしたいと思ってます。それは先ほども言いましたように、形が進みぐあいによって

できましたら、閉会中の委員会でも報告をさせていただきますというふうにお答えをしまし

た。まだ何分今からそれこそ事前着手にならないように思っておりますので、７月ぐらいか

ら、もし可決をいただければ、そういう形で事務は進めていこうと。まだそこまで実際の手を

つけておりませんので、今研究段階でございますので。先ほどの御提言いただきましたことも

含めて十分検討したいと思いますんで、よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（佐々木雄司君） 私大丈夫です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（澤  健君） お願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 要望なんですけど、もう連絡をとられてるかもしれないんですけど、

やっぱり臼杵市さんとか、淡路市でしたっけ、そこの担当者の方とやっぱりいろいろお話をし

ていただいて、例えば実行委員会でどうやって金集めたんだとか、先ほど市長の話ありました

ように、やっぱり映画会社っていうのは生き馬の目を抜くところで、また自治体とは違う文化

のところですから、そことどうつき合っていくかというのもすごく大事なことだと思うんです

よ。そういうのを経験されてると思うんで、ぜひ先方の御担当者の方とも連絡とり合ってやっ

ていただければなと思います。それは要望です。回答結構です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） どうも市長のどういういきさつからこういうになったんかというの

を、そういうなんを聞きょうると、ずんずんずんずんまた不安になるんで、こういう立派な人

が紹介してくれたんじゃとかというような話ならええけど、知った人がちょっと会わんかとい

うて、ついでじゃからという、ついでじゃねえ、営業に来とるん。僕があっちこっちちょっと

聞いてみたんじゃけど、どういうもんならというたら、なかなか受けてくれるとこがのうて探

し回りょんじゃという話らしいですよ。どうもその話から、今の話とは全然違うんじゃけど、
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どういうふうにそういう言葉に変わってくるんかなと思うて、その辺をもう一遍聞かせてくだ

さい、市長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） もうこの撮影を受けてくれるとこがないとかというような話は今初め

て聞いたところでございます。私の説明はお話ししたことが全てです。いずれにしても、この

映画の話、私が主体的に北川社長と話を進めてきたものでございます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 市長が北川社長と知り合いでっていうんならまだわかるけど、紹介者

がおるという、その紹介者がどんな方かというのも、そういうのを探して回りょうる人かもし

れんし、たまたまそれが知り合いだったとかという、そういう関連かもしれんし、映画界は裏

のつながりもようけいあるし、市長も裏のつながりのうわさをされとるし、じゃからそういう

こともやっぱり不審に思うんですよね。じゃから、やっぱりそれをもう尐しきっちり説明がで

きるようにしていただきたいというふうに思います。 

○委員長（北川勝義君） どうすりゃええん。聞くん。 

○委員（下山哲司君） いや、市長が答えること、答えんというなら答えんでもええし。答え

るべきじゃと思いますけどね。 

○委員長（北川勝義君） 市長、答えを。 

 はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） いずれにしても、この映画成功させたいというふうに思います。今の

私のこの経過に対して何らそういったものはございません。純粋にやっております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうに。これはどうしますかな。回収します。もうここま

で出たらええんじゃねん、回収せんでも。覚書。委員会じゃけもろうときゃええんじゃねえか

なと。皆さん、どう。執行部はどんなか。別にもう表へ出したんじゃけえかろう、出たんじゃ

けん。表出てねんじゃったら回収させてもらおうと思うたんじゃけど、正規な委員会に出たん

で。 

○副委員長（松田 勲君） ただ、これを書いてあるから、守秘義務。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと今松田委員のほうが、松田委員のほうがというたらおえん

ですけど。 

○副委員長（松田 勲君） 協定書の。 

○委員長（北川勝義君） 協定書の５のとこへ、第４条の一番下の４条のとこへ、協定の内容

及びこの協定に対して知り得た事実を第三者に開示、漏えいまたはこの協定の目的外に使用し
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てはならないということなんで、どんなでしょうかね。回収してもろうときゃ我々は関係ねえ

ように思うんじゃけど。 

○委員（下山哲司君） 本来なら公開せにゃいけんもんじゃけどな。 

○委員長（北川勝義君） いや、僕は公開してもええんじゃねえかと思うんじゃけど。 

○委員（下山哲司君） そうそうそう、本来なら公開せにゃいけん。 

○委員長（北川勝義君） 同じ委員しとんじゃけんええかなあと思うて思うんじゃけど、どん

な。 

○副委員長（松田 勲君） 市民に隠してするようなもんじゃ。 

○委員長（北川勝義君） 執行部は。 

 部長、はい。 

○総合政策部長（池本耕治君） そう書いておりますけども、議会活動で皆さん方から……。 

○委員長（北川勝義君） ほんならもうよろしいな。ほんなら……。 

○総合政策部長（池本耕治君） それを私的に利用されるとか、よそへされる以外じゃったら

別に議会活動ですので。 

○委員長（北川勝義君） じゃあ、今執行部のほうから言いましたので、回収いたしませんの

で、先ほど注意したことをしてやってください。 

 50分まで休憩します。 

              午後２時40分 休憩 

              午後２時51分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開いたします。 

 続きまして、26年度の一般会計の補正予算の説明願います。 

○教育次長（奥田智明君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） それでは、教育委員会関係の補正予算の関係の説明をさせていた

だきますが、主な事業は私のほうから御紹介して、あとは担当課長のほうが細部の説明をさせ

ていただこうと思います。 

 まず、産官学の連携事業の追加補正をさせていただいております。それに伴います27年度の

債務負担行為の補正、こういうものも上がっております。 

 それから次に、学力向上市町村プロジェクト事業ということで、当初予算で歳出のほう組ん

でおりましたが、補助金の額の確定がございましたので、歳入のみの補正をさせていただいて

おる説明をさせてもらいます。 

 次に、県の委託事業で３つの委託事業が確定しましたので、それぞれ歳入歳出の補正をさせ

ていただいております。 

 それから、埋蔵文化財の発掘調査の事業として追加をさせていただいております。これにつ
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いても歳入歳出の補正をさせていただいております。 

 それから、ふれあい公園の体育館前駐車場ということで当初予算組んでおりまして、25年度

の３月補正で前倒しで事業をやりました関係上、当初予算のほうを落とさせていただく補正を

させていただいております。これにつきまして担当課長のほうが詳細な説明をさせていただき

ます。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 学校教育課関係を説明させていただきます。 

 予算書のほうでは７ページをごらんください。 

 15款県支出金、２項県補助金、７目教育費県補助金、学力向上市町村プロジェクト事業補助

金97万6,000円は、当初予算において学生ボランティアの受け入れや中学校区別の研究指定事

業の実施、学力検査の実施などの学力向上にかかわる予算措置をしておりますが、岡山県にお

いて平成26年度も市においての学力向上対策事業に対して２分の１の補助事業を実施すること

となり、計画書を提出したところ、学力向上に対する経費195万2,000円の２分の１の補助が確

定したので、教育費県補助金として97万6,000円を歳入として補正計上させていただくもので

す。 

 次に、３項委託金、４目教育費委託金500万5,000円については、放課後学習サポート事業委

託金から通学路安全推進事業委託金まで、県の委託事業３つについて事業採択をいただきまし

た。いずれの事業も赤磐市の教育課題にかかわる喫緊のものであり必要な事業であります。な

お、補助率は10分の10となっています。 

 具体的には、放課後学習サポート事業10万9,000円は、市内１小学校、２中学校に支援員を

配置し、放課後に学習等を実施する学校の学級担任等を支援するものです。 

 次に、発達障害早期支援委託事業451万6,000円は、市内１小学校の通常学級において支援を

必要とする児童への効果的な指導方法の研究を行うものです。 

 最後に、通学路安全推進事業委託金30万円は、通学路安全対策アドバイザーを中心に関係機

関が連携して全ての小学校において通学路の安全点検及び対策案の検討を行います。さらに、

市内の１小学校においては、児童が主体的に危険を予測し安全な行動をとることができるよう

な先進的な交通安全教育を実施するものであります。 

 続きまして、歳出について説明をさせていただきます。 

 予算書は11ページになります。 

 10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費の771万円の補正予算につきましては、ただい

ま説明させていただきました３つの県委託事業にかかわる歳出として、放課後の学習サポータ

ー、それから研究アドバイザー等の報酬、研究のための消耗品や研究用図書購入費、先進地へ

の視察旅費について、１節報酬から12節役務費まで500万7,000円を計上させていただいており
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ます。 

 次に、本年９月から実施予定の産官学連携事業に係る歳出について説明させていただきま

す。 

 引き続き、予算書は11ページをごらんください。 

 また、産官学連携事業に関しましては、本委員会説明資料にも説明の図を３ページに載せさ

せていただいております。 

 それでは、説明をさせていただきます。 

 産官学連携事業は、岡山大学大学院教育学研究科寺澤研究室と民間の教育分野の大手ベネッ

セコーポレーション株式会社が既に共同で子供たちの学力向上の研究を始めており、この産学

のような連携は県下唯一の取り組みであり、赤磐市が現在進めている学力向上対策のうち子供

たちの学習意欲の向上と子供たちの学習の習慣化を図るには有効であると判断し、産官学連携

事業として推進するものであります。 

 具体的には、岡山大学大学院教育学研究科寺澤研究室が開発した学習ドリルとベネッセコー

ポレーション株式会社が開発したタブレット端末を活用した補充学習を実施し、子供たちの学

習意欲の向上や学習習慣の定着を図るための事業実施にかかわる補正予算を計上しているもの

でございます。この事業については、９月から１年間モデル校を指定して実施します。そし

て、岡山大学大学院教育学研究科の寺澤研究室による効果検証結果をもとに必要な学校や学級

に対しては平成28年度以降の導入を検討してまいります。 

 歳出の主なものとしては、需用費として学習ドリル等の用紙代67万3,000円、モデル校にお

いてタブレット端末を使用するためのネットワーク環境整備費60万円、タブレット端末機器使

用料として84万円、事業用備品としてタブレット端末に充電するための専用保管庫53万

6,000円などが主なものです。 

 今後の予定としましては、７月８日を目途に産官学の包括的な連携協定の締結日として事務

を進めていこうと考えています。事業につきましては、先ほど説明しましたが、９月から１年

間進めていく予定としております。 

 最後になりましたが、予算書の４ページに戻っていただきたいと思います。 

 これは産官学連携事業を実施するに当たり、事業期間を平成26年９月から平成27年８月まで

として今後協定を締結する予定としているため、地方自治法第214条の規定に基づいて、平成

27年度に必要な経費について予算措置の裏づけとして債務負担行為を設定するものです。期間

を平成27年度とし、限度額107万3,000円とするもので、学習ドリルの用紙代やタブレット端末

機器使用料、郵券料などとなっております。 

 なお、詳細につきましては、本委員会説明資料３ページ及び１ページには文章で具体的に説

明をさせていただいております。 

 学校教育課からは以上です。 
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○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） それでは続きまして、(6)の埋蔵文化財

発掘調査事業の件につきまして御説明を申しあげます。 

 予算書資料12ページをごらんいただけたらと思いますが、５項社会教育費、４目文化財保護

費に総額236万7,000円の増額の補正をお願いするものです。 

 この主なものは、臨時作業員の賃金147万円、重機等の借り上げ料29万2,000円であります。

この河本土地区画整理事業予定地内で平成25年度に実施をいたしました確認調査の結果により

まして、岡山県の指導のもとに埋蔵文化財大池尻遺跡の本格的調査を受託し実施するものであ

ります。 

 対象の面積は３メートル掛ける50メートル、150平米の道路拡張部分に当たるところでござ

います。 

 調査の時期は、10月から11月の２カ月間を予定しております。 

 なお、受託業務のため、河本土地区画整理組合より委託金として、予算書８ページになりま

すが、雑入のほうへ歳入の計上のほうをさせていただくような形になります。 

 以上が社会教育課埋蔵文化財発掘調査事業であります。 

 続きまして、スポーツ振興課のほうから(7)ふれあい公園体育館前駐車場の修繕工事の減額

補正をお願いするものであります。 

 この件につきましては、平成25年度３月の補正で予算措置をいただいたところであります

が、26年度当初予算の中にも含まれている状態でありました。大変申しわけございませんが、

この６月補正に重複分のものを減額をお願いいたしたいと思います。 

 修繕工事の内容は、ふれあい公園の体育館前の駐車場舗装の修繕で、面積は2,850平米、

761万9,000円であります。 

 なお、国の公園安全・安心対策事業補助金の歳入の予定があります。その減額のほうにつき

ましては７ページになりますが、14款国庫支出金、２項国庫補助金、５目土木費国庫補助金を

都市計画課のほうからお願いをさせていただく運びでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん質問を受けたいと思います。 

 何かありませんか。 

○委員（佐々木雄司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、学校教育課なんですが、通学路安全対策アドバイザ

ー、これ前回の委員会のときにもお尋ねをしたと思うんですが、もう一回ちょっと確認でお尋
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ねをしたいと思います。 

 というのが、山陽団地の中通り、３本の陸橋歩道がありまして、ここを通学路として使って

いただいているようなんですが、昨年の６月の定例議会におきましてその補修の話が出てきた

ときに、これを余りその利用頻度がないものをいつまでも行政のほうで管理していくというの

はファシリティーマネジメントの観点でどうなんだろうという問題指摘の中で、将来その３本

の陸橋歩道というものが利用者が多いのであれば保存しなければいけないけども、尐なくなる

のであれば見直していく必要もあるんではないかという問題指摘で、そうなったときに通学路

として使っているのでこれがなくなったら困るんですよというような話もあったように思いま

す。その中で通学路であそこをどうしても通らなければいけないのであればあれですけども、

例えば地面を歩道を引くとか、信号機をつけるとか、そういったような努力をすることによっ

て、上のその３本の陸橋歩道の補修、改修の保存の経費が安くなるんであれば、これは非常に

財政を健全化していくための取り組みとしては効果的なのかなあと思ったりする面があるんで

す。 

 済いません、何をお尋ねしたいかといいましたら、この中で安全点検及び対策案の検討を行

うということなんですけども、そこら辺のところも視野に入れてお考えになっていただけるよ

うな内容になっているんでしょうか。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） この通学路安全・安心対策アドバイザーの方につきまして

は、岡山大学の専門家の方でございます。この予算が通りましたらその方を招いたり、警察の

方、道路管理者の方を招いて実際に協議会を開催させていただいて、実際に必要であれば現地

まで行かせていただいて、その岡山大学の交通の専門家の方の御意見をお伺いして具体的なア

ドバイスをいただくものがこの事業でございます。このアドバイスをいただいたものにつきま

しては、いわゆる歩道を管理しておられる担当課の方に対しましてこのようなアドバイスが出

ていますよというふうなことを報告させていただくことにしております。 

 以上です。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、ありがとうございます。 

 先ほども何かほかの件で行政改革の意識を持って取り組みをお考えいただいてますかってい

うことでお尋ねをしたんですが、同じくお尋ねをさせていただきます。 

 行政改革のその財政を健全化していく行政経費というものを圧縮していくその観点、その職

員意識の中でこの安全点検とか、その対策案というものをお考えいただくというような内容で

よろしかったですか。 
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○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 学校教育課としましては、まずは通学路の安全点検、つまり

この通学路の安全点検につきましては以前痛ましい事故が他県で起きました。そういった面で

子供たちの安全・安心という面からのアドバイスをいただくというのがこの学校教育課の事業

の本旨ではございますので、委員さんが言われましたことにつきましては私どものほうからち

ょっと回答ができないかもしれませんが。 

○委員（佐々木雄司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） そんなことはないと思います。アドバイザーの方、投げっ放しなん

ですかね、アドバイザーさんに。アドバイザーさんに投げて返ってくるものを受け取るという

だけのことなんですかね、これは。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 坪五課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 返ってきていただいたものに関しまして必ず担当課のほうに

対しましてこういうふうな視点で改善することができますよとか、そういうふうな視点ででき

ますというアドバイスをいただいて担当課に伝えるというところまでの事業でございます。 

○委員（佐々木雄司君） なるほど。了解。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 済いません、最後になります。 

 確認なんですが、じゃあそのアドバイザーのほうからいただいたそのアドバイザリーを施策

に生かしていくと。改善すべきポイントがあるのであれば、そのアドバイザリーを取り入れて

改善につなげていく、こういう内容ですか。ステップですね。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪五秀樹君） 事業の趣旨はそのとおりでございます。 

○委員（佐々木雄司君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 他にありませんか。 

○委員（澤  健君） ちょっと。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（澤  健君） 蛇足でかえって恐縮なんですけど、産官学連携協力事業、ベネッセさ

んと岡大と組んですばらしい事業だと思うんでぜひ頑張ってやっていただきたいんです。た

だ、ちょっと私の経験で大変恐縮なんですけど、私が住友生命というとこへ勤めたときにベネ

ッセと提携をしたことがあります。それで、そのときのイメージは物すごく厳しい会社で、非
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常に福武さんいろんな社会貢献とかやられてるので、そのイメージとベネッセの商売としての

あれは大分違って、例えば非常にアメリカナイズされてるというか、もう一つ大ガスという会

社と私提携したんですけど、そのとき大ガスさんはもうギブ・アンド・テークで何かこっちが

やるとすごくやってくれるんですけど、ベネッセはすごく提携に、協定書にすごく厳しくて、

それ以外のことはやらないというような感じの会社だったし、行ってみると部長だった人が突

然課長になってたりとか、ちょっと大きな企業の伝統的な企業とはちょっと大分イメージが違

うんで、厳しい面があるという、商売においてはね、今回のはそうじゃないかもしれないけ

ど、そういう面もあるっていうことはわかっといていただいたらいいかなあと思います。 

 余計でございますが、以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他にないようなので、これで終わりたいと思います。 

 続きまして、消防はねえな、予算。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） これで終わります。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託された議第39号新市建設計画の変更についてから議

第52号平成26年度赤磐市一般会計補正予算（第１号）までの７件について採決したいと思いま

す。 

 まず、議第39号新市建設計画の変更について、これを原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。起立全員です。したがいまして、議第

39号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 続いて、議第41号中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する

法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例（赤磐市条例第17号）に

ついて、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。したがいまして、議第41号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第42号赤磐市税条例等の一部を改正する条例（赤磐市条例第18号）について、こ

れを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。したがいまして、議第42号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 
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 続いて、議第43号赤磐市体育施設条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第19号）につい

て、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。したがいまして、議第43号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第44号赤磐市吉五Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第

20号）について、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。したがいまして、議第44号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第48号赤磐市火災予防条例の一部を改正する条例（赤磐市条例第24号）につい

て、これを原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。したがいまして、議第48号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、議第52号平成26年度赤磐市一般会計補正予算（第１号）について、これを原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立多数です。したがいまして、議第52号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 続いて、請願の審査に入ります。 

 まず、請願第３号日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める請願を議題として

審査を行いたいと思います。 

 皆様にお諮りします。 

 審査の必要から紹介議員の説明を聞きたいと思います。これに異議ございませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） よって、紹介議員から説明を聞くことに決定します。 

 それでは、紹介議員の福木議員に説明を求めることといたします。 

○委員外議員（福木京子君） それでは、貴重な時間を割いていただきましてありがとうござ

います。 

 まず、日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める請願ということです。この文

章をもうよく読んでいただいてわかっていただけると思うんですが、この核兵器の全面禁止、

これはもう心情を超えて皆共通だと思います。それで、この核兵器をなくすためにこれまで草

の根の運動がずっと続いてきました。この赤磐市でももう合併前からの各地域で核兵器廃絶の
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署名がもう住民過半数を大分前に突破しております。 

 そういう流れの中で、平和宣言も合併してから、平成20年でしたかね、できてると思うんで

すけれども、それから、核兵器唯一の被爆国の日本です。それで核兵器なくそうということで

国民平和大行進という、全国的にもう56年間続いております。今歩き継がれております。５月

６日に東京夢の島を出発して全国11コースで延べ10万人が参加をされるという、そういう平和

行進がされつつありますし、この赤磐でもことしで33回目の赤磐平和行進がされて、市長、市

の幹部の方が出ていただいて、挨拶もしていただいて取り組まれております。 

 それで、この宣言は、今自治体が調べますと、昨年３月で1,789自治体あると思うんです

が、もう非核宣言ができてるんが1,578自治体ができてるそうです。それから、この署名がず

うっともうされまして369万筆も昨年の４月に積み上がって国連のニューヨークにも高く積ま

れております。それで、あと全国では６割を超える自治体がもう賛同をされてるという状況の

中で、何としても全世界から核兵器をなくそうということで、しかしこの運動でもまだ１万

7,000発ぐらいな核兵器がまだあるわけですね。どこか戦争があった場合に使われる可能性が

ありますので、やはりこれはもうゼロにしない限り安心できないということです。 

 全世界では非核の地域が物すごく広がってきております。そういう意味で全世界で取り組ま

れておりまして、来年被爆70周年になります。2015年、ＮＰＴ再検討会議、そういうところに

向かって全世界で行動を起こしてほしいと。国際条約を結べるような運動をしてほしいとい

う、そういう取り組みが広がって、これがもう最前線の請願の内容になっておりますので、ぜ

ひ趣旨をよく御理解いただいてよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さんの意見を伺いたいと思います。 

 意見ございませんか。 

○委員（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） ちょっとお尋ねをしたいといいますか、考え方というか、含まれて

いますかということでお聞きいただきたいんですが、この文書の中で国際司法裁判所も断じた

ように、核兵器の使用は国際人道法の原則と規則に反するものでということでありまして、私

たち日本は69年前広島と長崎に大量破壊兵器が使用された唯一の国であります。この大量破壊

兵器、当時は人道的に許されたのかといえば、これ人道的に当時もやっぱり許されていないか

らこそ現代に引き続いているということになります。 

 ということになれば、米国が我が国に行ったこの攻撃というのは、当然ながら人道に反する

ことでありますから、核兵器を禁止するということは当然なんですが、米国に対して戦争犯罪

ですね、戦争犯罪として米国を糾弾していくというような、そういう考え方はないんでしょう

か。 



- 59 - 

○委員外議員（福木京子君） うんっと……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとそねえなことは。 

○委員外議員（福木京子君） あのう……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっともう福木さん、ええ、福木さん、ちょっと黙っとって、わ

しが委員長じゃから。 

○委員外議員（福木京子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 紹介議員が来られとんですけど、紹介議員の個人の考えを聞くよう

なことになるんで、この出されとる原水禁の岡山県協議会の代表理事の出されとんのは、日本

政府に核兵器全面禁止の決断と行動を求める請願をしてくれえと言われておりますんで、その

ことに関してだけにさせていただきたいと思うんで、紹介議員の福木さん１人勝手なことを言

われて、これまた違うて話がややこしくなりますんで、ぜひそのことにつきましては委員会が

終わり次第、佐々木委員と福木議員とお話しいただくということで、これに関連のことを賛否

を伺いたいと思いますんで、大変申しわけありませんけど。 

 佐々木さん、もう一回それだけで、賛成か反対かという考え。 

○委員（佐々木雄司君） ということで、そういったものが含まれての内容だと感じておりま

すので、私はこの請願に対して賛成の立場をとりたいと思っております。 

○委員長（北川勝義君） はい、次。 

○委員（光成良充君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 光成さん。 

○委員（光成良充君） 核兵器全面禁止のための請願についてなんですけど、私ごとなんです

が、私の祖母、母、広島県東部出身で、直接被爆をしたわけではないんですが、８月８日と９

日に知人を探しに広島市まで行って、残ってる放射能を多分浴びてるとは思うんですけども、

後年祖母も母も、母はまだ生きているんですが、というような感じでちょっとそういう気があ

るというような、被爆者としては認められてはいないんですけれども、後年苦しんでいる祖母

は見ております。こういう覚えがありますので、ここにある人道的とあります、まさしく同感

でございます。この核兵器全面禁止という請願については私は賛成をしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 核兵器というものはやはり使ってはならないと思っておりますの

で、いいと思います。賛成です。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 私も核兵器を使っていいというあれはありませんので、いいと思いま

す。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員。 

○委員（澤  健君） 私も核兵器全面禁止に賛成です。 
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○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 続いて、請願第４号集団的自衛権の行使容認に反対の意見書提出を求める請願を議題として

審査をいただきたいと思います。 

 皆様にお諮りします。 

 審査の必要上から紹介議員の説明を聞きたいと思います。これに異議ございませんか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） よって、紹介議員から説明を聞くことに決定いたしました。 

 それでは、紹介議員の福木議員のほうから説明を求めることにいたします。よろしくお願い

します。 

○委員外議員（福木京子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、福木議員。 

○委員外議員（福木京子君） これについては、請願された方が資料を添付して出されており

ます。早目にお届けいたしました。きょう渡されてすぐということにもならないと思いますの

で、これのパンフレットと、それからもう一つ、朝日新聞のアンケートの分が出され、ちょっ

とこれ見てもらえますか。私がちょっと持ってきてなかった。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、福木さん簡単にやって。 

○委員外議員（福木京子君） わかりました。 

 アンケートでも去年と比べてずっとやっぱし集団的自衛権、これについては反対という方が

ふえてますし、憲法解釈で変えることは適当でないというパーセントがふえているということ

と、それからこのパンフレットはわかりやすく書かれております。 

 それで、これは集団的自衛権のことなんですが、やっぱし９条を変えてはいけないという思

いで、全国もう既に7,500、そういう組織ができております。それで、こういう一内閣のもと

で行使容認解釈して集団的自衛権行使容認を認めるということはいけないという声がずっと広

がってきております。 

 ここをもう趣旨を読んでいただいたらいいと思うんですが、やはりこの集団的自衛権という

のはもうアメリカと一緒に海外で戦争するということなんです。それで、やはりもう日本は絶

対に戦争をさせてはいけない、若者の血を流してはいけないという、この思いが強いと思いま

す。本当たったまだ69年前のことで二度と戦争をしてはいけないということで憲法の９条、こ

れ世界で最も進んだ世界の宝になっております。それを守ってほしいと。だから、この集団的

行使容認を絶対認められないと、一内閣でそういう解釈で認めるっていうことはもうあり得な

いということで、もうあらゆる、例えば元防衛庁の長官の方とか、遺族会の会長さんとか、日

本弁護士連合会、全て反対の声明、意見書を出されております。 

 そういうことで、これは本当に今言っておかないと後悔すると思うんです。以前なぜあのと

きに、70年前の戦争で反対してくれなかったのかと言われても、もう既にそういうふうな国が
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そういう状況になってたらもう反対できないんですね。でも、今はまだ反対ができるんです。

憲法を守れと、こういうことは認められないということは、今言えますので、ひとつよろしく

お願いしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、澤さんのほうから意見を聞きたいと思います。 

 澤さん。 

○委員（澤  健君） 済いません、私集団的自衛権、今国で議論されてるのは新聞等で見て

るんですけど、大変申しわけないんですけど、まだこれについてよくわかっておりません。で

すので、賛成も反対も今できないという立場です。 

○委員長（北川勝義君） 継続。 

○委員（澤  健君） えっ。 

○委員長（北川勝義君） 継続みたいなもんじゃな。 

○委員（澤  健君） 継続ですか。それちょっと継続、決めていただければ。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん。 

○委員（下山哲司君） 私今の社会情勢の中でやるべきだと思っております。 

○委員長（北川勝義君） 賛成か反対かという。 

○委員（下山哲司君） これには反対。 

○委員長（北川勝義君） 反対じゃ、そねえ言わにゃわからんがな、もう。 

 松田さん。 

○副委員長（松田 勲君） 私は澤さんも言われておりましたけど、今国の状況も変わってお

りますし、いただいてる朝日新聞の適切でない67％も今変わってきております。そういった中

で、邦人を守るための自衛というのもあると思いますし、いろんな部分で今国のほうで個々に

協議してる最中なんで、なかなか難しい問題だと思いますので、私は澤さんと同じで継続審議

させていただいたほうがいいと思います。 

○委員長（北川勝義君） はい、光成委員。 

○委員（光成良充君） 私個人的には集団的自衛権についてはほぼ賛成の立場を持っておるん

ですけれども、今回国会のほうで審議をしている途中でございますし、まだはっきり決まって

ない、まだ憲法解釈がどうのこうのっていう最もわかりにくい話がされている中で、ここで結

論を私たちが急ぐこともないのかなあと思うので、私も継続っていう形をとらせていただきた

いと思います。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 はい、佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 私はこの請願に賛成したいと思っています。理由のほうは、集団的

自衛権というのは私は容認するというか必要なことだと思っています。しかしながら、今現在
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の段階で自衛隊が集団的自衛権の解釈に当てはめて海外で戦火を交えたならば、これ自衛隊員

の命危険にさらしますよ、交戦規定もないのに。交戦規定を設けるためには憲法９条も破棄し

なければいけない。憲法を改正しなければいけない。つまりこの集団的自衛権の発議の要件を

今まだ満たしていないというようなところが私は今国会の議論の中でも十分にあるんだろうな

と、こう思っていますので、今この段階で集団的自衛権の可否を問うというのは私は間違いだ

と思います。なので、その反対することに対して賛成したいと思います。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さんの意見を聞かせていただきました。 

 それでは、請願の採決を行いたいと思います。 

 まず、請願第３号日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める請願について採択

することに賛成の方は起立願います。 

○委員外議員（福木京子君） 核兵器全面禁止じゃろ。 

○委員長（北川勝義君） 集団的自衛権じゃが、日本政府に、核兵器言いよんじゃけ、第３号

いきょうんじゃ。何をみんな聞きょん。おかしい。みんな立たんから。採決……。 

 もう一回言います。よう聞いてえよ。違うときばあ指摘せずにええときにゃ。 

 それでは、請願の採決を行います。 

 請願第３号日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める請願について採択するこ

とに賛成の方は起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 起立全員です。よって、請願第３号は採択とすることに決定いたし

ます。 

 続いて、全員一致で採択ということに決まりました。 

 採択の場合は、請願第３号は採択することに決定しましたので、当委員会として定例会最終

日に議員発議で意見書を提出したいと思います。提出者は、委員長の私とさせていただきま

す。また、賛成者は今回採択に賛成した各全員の委員さんにお願いしたいと思います。 

 続いて、請願第４号集団的自衛権の行使容認に反対の意見書提出を求める請願について、採

択することに賛成の方は起立願いたいと思います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。起立尐数です。よって、請願第４号は、こ

れ不採択でええんか。おえまあ。 

○議会事務局長（富山義昭君） 継続も聞いてください。 

○委員長（北川勝義君） 失礼しました。もとへ、失礼しました。賛成が今１名。 

 それでは……。 

○議会事務局長（富山義昭君） 継続に。 
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○委員長（北川勝義君） 継続審査とする方は御起立願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。継続審査３です。 

 それから、賛成の方、一忚。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（北川勝義君） 賛成１です。ありがとうございました。よって、これにつきまして

は継続審査とさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 以上で当委員会に付託された議案の審査は全て終了しました。 

 次に、委員会の閉会中の継続調査及び審査について御承認をお願いしたいと思います。 

 お手元に配付しております継続調査及び審査一覧表のとおり、議長に対し、閉会中の継続調

査及び審査の申し出をしたいと思いますが、これでよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、このように申し出を行います。 

 次に、その他に入ります。 

 その他で委員さんまたは執行部から何かありましたら発言を願いたいと思います。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと、執行部のほうで。 

 はい、どうぞ、水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） くらし安全課のほうからお知らせをいたします。 

 総務部資料１枚めくっていただきたいと思います。 

 平成26年度赤磐市交通安全推進大会を平成26年７月11日土曜日13時30分から吉五会館を会場

に開催いたします。２部構成で、１部は祝典、２部は講演とマナーアップ講習会となっており

ます。議員の皆様方には後日御案内のほうを差し上げますので御参加方よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか、執行部は。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、消防長。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防庁の消防本部の資料６ページをお願いいたします。 

 本会議の中で治徳議員さんの一般質問の中で私のほうが消防団の協力事業所の……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと聞こえにきい、マイク。聞こえにきい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 失礼いたしました。 

 本会議の中で治徳議員さんの一般質問の中で消防団協力事業所の制度について導入を今後考

えさせていただきますということで御答弁させていただきました。それにつきまして簡単に御
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説明のほうをさせていただきたいと思います。 

 消防団協力事業所制度につきましては、地域防災の担い手であります消防団員数が全国的に

減尐し、さらには消防団員の約70％がサラリーマンであることから、消防団活動に対する事業

所の御理解と御協力を得ることで、消防団員としての活動しやすい環境を整備し、地域防災体

制の一層の充実を図ることを目的として、総務省、消防庁が導入、推進する制度でございま

す。 

 岡山県におきましては、11市３町で導入され、121事業所が認定事業所となっております。

赤磐市における平成26年４月１日現在の消防団員数は1,062名でございます。その被雇用率は

75.1％となっております。このようなことから、制度の趣旨、それを十分に活用させていただ

きたいと思いまして、消防団協力事業所の表示制度の導入を考えていきたいと思っておりま

す。 

 資料の制度、趣旨、認定基準、イメージ図等、御参照いただきたいと思います。 

 今後は十分な検討を加えまして、同制度の実施要綱の制定準備が整いましたならば、消防団

役員会議、消防団部幹部等を通じましてそれぞれの団員の方に当制度の趣旨、認定基準等を説

明し、また事業所等への参加の働きかけを行い、制度の普及を努めさせていただきたいと思い

ます。 

 なお、事業の進捗状況につきましては、逐次委員会のほうへ報告のほうをさせていただきた

いと考えております。 

 続いてで、よろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 続いて、資料７ページをお願いいたします。 

 消防団活動につきましては、日ごろから御支援、御協力をありがとうございました。遅くな

りましたけれども、第61回岡山県消防操法訓練大会の結果を添付させていただいておりますの

で、御参考に見ていただければと思います。赤磐市吉五消防団については、小型動力ポンプの

部第６位ということです。 

 続いて、よろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 資料はございませんけれども、先日新聞のほうへ載ってお

りました初期消火活動に関します感謝状の贈呈として豊田小学校のほうへ感謝状の贈呈をさせ

ていただいたことにつきまして、詳細をちょっと御報告させていただきたいと思います。 

 平成26年６月３日14時45分ごろ、豊田小学校体育館北側に隣接します宅地内で発生した火災

に対しまして、校長先生を初めとする教員の方々、５年生生徒、これ尐年消防クラブ員になり

ますけれども、による迅速、的確な消火活動によって被害を最小限に抑えることができまし

た。この積極果敢な行動をたたえ、６月17日、消防本部において感謝の意を表し平尾校長に感
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謝状の贈呈をさせていただきましたので、御報告いたします。 

 消火活動の内容としましては、２階で授業を受けておりました生徒が煙に気づきまして先生

に知らせ、その知らせを受けた先生が校長先生に連絡、校長先生が現場を確認しましたとこ

ろ、敷地内の建物の２階に届くぐらいの高さにあったカイズカが延焼中であったと。校長先生

の的確な判断によりまして通報、それから消火器、屋内消火栓を用いた消火活動によって危う

く家屋のほうへの延焼拡大というところを被害を最小限に消火して抑えることができました。

この功績を評価させていただいて感謝状の贈呈のほうをさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） それでは、委員の皆さんありませんか。 

○委員（下山哲司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 入札についてよろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） どうぞ。 

○委員（下山哲司君） きのう産建の委員会を傍聴させていただいて資料をいただいたんです

が、入札について１件質問したいと思います。 

 千躰の雤水対策事業なんですが、この事業をやることは本来もっと早くできとかにゃいけん

ような事業じゃと私は……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと下山さん、ちょっと言葉を遮って。 

 総務文教委員会なんで、入札のことも制度的なことはいいと思います。千躰というのを教え

てくれたんでええんじゃけど、千躰もよろしいです。省略してもろうて簡略にその関係をお願

いします。 

○委員（下山哲司君） この事業を行う上で入札についての考え方なんですが、地場産業の育

成、それから……。 

○委員長（北川勝義君） 何ぼの請負金額。そのくれえ言うてみてえ、金額。 

○委員（下山哲司君） 金額。 

○委員長（北川勝義君） わからんのん。出てねん。 

○委員（下山哲司君） 金額出とんよ、これ。 

○委員長（北川勝義君） 何ぼかだけ言うて。 

○委員（下山哲司君） 建設工事について３億7,634万円、こういう内容になってます。機械

のほうが1,995万円、電気設備が7,126万円、こういう内容の入札でございますが、この説明を

見ますと、赤磐市で決して自分とこでできない事業じゃない。それから、事業の内容としては

単純な事業じゃというふうに私認識してます。 

 これだけの金額のものが何で最初から下団へ投げてお世話にならにゃならんのか、技術者が

おらんからという答弁でございましたけど、最初からそういう意識がなかったんじゃないです
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か。というのが、先般舗装工事のときにちょっと苦言を言わせてもろうて、市長そのときには

適切な判断してくださったと思います。しかし、そのことを踏まえてこれを考えてみたら、も

うこうやっとけば市外の業者が行っても誰も文句言う筋合いがないという捉え方もできるんで

す。じゃから、この事業をやることにおいて今までに、恐らく友實市長がなってからこの事業

ができたんじゃないんで、もっと前からあって、こういう事業のやり方で下団に投げると、こ

ういう考え方でやってきてなかったと思うんですよ。だから、それがそうなっとんで、その辺

の話をちょっと市長のほうから答弁願います。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） まず、この千躰の第２雤水ポンプ場の事業でございますが、これは過

年度、計画、基本設計、それから詳細設計行ってきております。用地取得は赤磐市の独自の事

業として行っておりますけども、基本設計、詳細設計を日本下水道事業団に委託して平成24年

度から行っているものでございます。そして、今回平成26年度から建設工事に着手ということ

で、引き続き日本下水道事業団に委託をしようということでございます。 

 それから、昨日の産業建設常任委員会で議論になりましたが、市内の業者の育成、これを優

先するということが議論されました。私もまことにそのとおりと思っているところでございま

す。 

 そして、昨日常任委員会終了後ですけども、この日本下水道事業団に問い合わせをしてこの

雤水ポンプ場についての土木工事は赤磐市内の業者が入札に参加できるか否か、それを問い合

わせたところ、ＪＶの形になろうかと思いますけども、赤磐市内に参加資格のある業者は複数

おられると。具体的には８社程度おられるということで、この８社にしっかりと一般競争入札

となろうかと思いますので参加していただいて、この赤磐市の事業に高い技術を発揮してほし

いと、そしてまたこの雤水ポンプ場、雤水調整池もありますので、こういったものを建設する

ことを通じてレベルの高い技術の習得に努めていただきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 当然そう言われるんじゃと思うんですが、下水道事業団が指名して入

札やりょうて、赤磐市になって、うちの吉五町のとこで終末処理場やりょうたときにも、下水

道事業団が指名した業者が倒産したんですね。１億円幾らの地元の下請業者がそれがもらえな

いという状況に至ったと。赤磐市合併してから終末処理場できょうた事業者が下水道事業団が

委員長も指摘せられたことがあるんですけど、その事業者が倒産して赤磐市が迷惑こうむった

ということがありますよね。 

 旧町でやっとって迷惑かかったということがないんですよね、地元でやりょうて。じゃか

ら、なぜわざわざそういう地元で単純事業でありながらそういうふうに不安の要素があるよう
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な、終末処理場でも大きいような事業だったら立派な会社が来るんですよ。じゃけど、余り大

きゅうない、小さい仕事で下水道事業団がやるとついてくる業者がちょっと、失礼な言い方で

すけど、お粗末な業者がついてくるんですよ。じゃから、そういうあり方が今までこの10年間

ほどの上で多々あったんですね。じゃから、やっぱりそういうことを踏まえて物を考えたら、

地元の地場産業育成を優先するべき事業内容だというふうに私は思うから指摘しとんで、やっ

ぱりその辺もしっかり市長として政治的、最初にそういう考えがなかったんじゃないかなとい

うふうに思うんですよ。じゃから、指摘しとんで、やっぱり最初から、今はもうこうなってし

もうて後へ引けんのじゃという状況になっとるんかもしれませんけど、やっぱりそのＪＶでや

って親がこけたら子もこけるんですからね。２件もあったんですから、この赤磐吉五で。その

辺も考えていただきたいと思うし、それからもう全くやっぱしこの事業内容に発注状況がマッ

チしとらんというのがもう第１なんです。じゃからその辺の答弁をください。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） まず、この雤水ポンプ場、これは排水ポンプ場と、それからそれに付

随した雤水調整池を築造する工事でございます。これは雤水調整池と排水ポンプが十分に機能

し合って初めて効果が出る工事になります。この事業を所期の目的を100％発揮させるという

ことになるためには、この事業をポンプと調整池、一体的に施工するのが一番の効果的な事業

実施というふうに考えて、これは平成24年度基本設計を行い、詳細設計、そして建設工事も下

水道事業団にできることならお願いするということで事業をスタートしてると私は引き継ぎを

聞いております。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） これはどっちみち土木と機械と電気というのは別々のところへ発注す

るんですよ。１カ所じゃないんです。下水道事業団が登録した業者を集めてその中に発注する

んです。 

 こういうことを言うたら失礼、私現役のころに、仕事しょうたころに、若いころに下水道事

業団で仕事しょうたん。そしたら、１期、２期、３期工事やって、１期工事にやってあるピッ

トに大きな配管が入っとんですけど、その配管に外の配管を接続する仕事を私が請け負うてし

ょうたんです。１メーター違うんです、高低差が１メートル。下団が１期工事で施工しとるの

が１メーター。それから、建屋に雤どいが、溶接用の雤どいが出とん、大きいんが、これが１

メーター低いんです。ますをしたらますの底になるんです。そういうことをするのが下団だか

ら、現場へ来てきちっと的確にやるんじゃない。作業する人を岡山の事務所に呼びつけて、指

示するだけで何にも現場へ来て一回も来るんじゃないし、そういうところに投げること自体が
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こういう地元の密着した雤水対策の事業に。今うちもお世話になって草生というとこで雤水対

策とほ場整備、両方やってくださりょんです。また市長視察に来てください。誰が悪いんか知

らんけどむちゃくちゃです。文句言うなということで言わせてはないんですけど、むちゃくち

ゃです。一回来てください、よう視察せられるんでしたら。終わらん間に来てください、問題

にはなりますから。 

 じゃから、そういう何が大事でこの仕事をするか、一般質問で言うたんですけど、入札する

ときにそれをするだけが目的ならいいですよ、今市長が言われるようで。それじゃつまらんじ

ゃないですか、３億円。今入札しょうられる業者は30社ぐらいおるんじゃないですか、赤磐市

に。これだけの土木工事が簡単な水路するだけですよ、ピットと。それで３億7,000万円幾ら

もあるのに。ＪＶというのは、恐らく下団のＪＶじゃったら何にも発言力なし、ただ格好に使

うてもろうとるだけのこと。そういうなのが下団のＪＶですから、その辺も市長よう考えて、

まだ終わっとるわけじゃないんですから考えてやってください。このままの状態じゃったら反

対します。 

○委員長（北川勝義君） 反対してください。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 今委員が言われたんで、最後のは参考意見でよろしいな。というこ

とですんで、よろしくお願いします。 

 他にありませんか、委員の皆さん。 

○委員（光成良充君） いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（光成良充君） 済いません、お願いします。 

○委員長（北川勝義君） はい、光成委員。 

○委員（光成良充君） 今回Ｂ＆Ｇの、吉五Ｂ＆Ｇですね、指定管理に向けて条例改正で上程

されておりますけれども、４月からふれあい公園が指定管理されておると思うんです。３カ月

経過していると思う、まだ３カ月たってない、３カ月弱ほど経過しておりまして、体育館、プ

ールの施設の利用状況等がわかりましたら教えてほしいんですが。 

 ていうのが、週に１回プールのほうを利用させてもらったりしてるんですけれども、水質が

非常に悪いような気がするのと、それからプールの床がちょっとはだしで入ってぬるぬるして

るっていう状況がありまして、以前の管理のときはそんなことがなかったなあと思うので、ち

ょっと今どうなっているのか、その辺わかればお願いしたいんですけれども。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 前田課長。 

○社会教育課長兹スポーツ振興課長（前田正之君） 今光成委員のほうからの御質問、まず１

点目は、管理委託をしまして間もなく３カ月ですが、利用の状況というような御質問だったか
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と思います。 

 体育館のほうにつきましては、パーセンテージでお話をさせていただきますと、メーン、サ

ブアリーナ、前年比でいいますと116％ほど、これは４月、５月の２カ月の実績に当たるもの

ですが、116％ぐらいの感じです。それから、プールにつきましては、こちらも113％というこ

とで利用のほうは伸びております。 

 今プールの水質であるとか、管理状況のほうのお話をいただいたかと思いますが、市民の方

から実際スポーツ振興課のほうへも何件か尐し水の状況が以前とは悪いんじゃないですかとい

うようなこともいただきました。スポーツ振興課といたしましても指定管理者のほうと協議

を、こういったようなお話が来ているというようなことでさせていただきまして、いわゆる藻

のような繁殖するものであるとかというような除去に当たっての清掃作業、それから水質をい

かにクリアに保つかというようなことで、始業時間が終わった後ロボットを水面の中に入れて

そういったものを除去するようなことを努めていただくようにお願いをしまして、現在のとこ

ろやっております。できるだけ利用の方にそういった以前と変わらないようにやらせていただ

くように引き続き調整をとっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（光成良充君） いいです。 

○委員長（北川勝義君） 他にないようなんで、以上をもちまして総務文教常任委員会を閉会

したいと思います。 

 閉会に当たりまして、杉山教育長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

 教育長。 

○教育長（杉山高志君） きょうは午前中から午後にかけまして本当に慎重に、しかもいろい

ろ御提案等もいただきました。本当に私たちは常に緊張感を持って皆さん方の御指摘を受けて

これからも行政を推進してまいりますので、御支援方どうぞよろしくお願いいたします。本日

は大変ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆様方に本日は大変御苦労さまでした。 

 これで本日の委員会を閉会いたしたいと思います。 

 なお、委員長報告につきましては、委員長に一任させていただくということでよろしくお願

いさせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、そのようにさせていただきたいと思います。 

 皆さん本日は大変御苦労さまでした。 

              午後３時55分 閉会 


